
謎
か
ら
出
発
し
た
。

島
邨
俊
一
は
わ
た
し
に
と
っ
て
謎
の
お
お
い
人
で
あ
っ
た
。
そ
の
姓
は
論
文
に
よ
っ
て
「
島
村
」
で
あ
っ
た
り
「
島
邨
」
で
あ
っ
た
り
す

る
（
一
、
二
「
嶋
村
」
も
あ
る
）
。
帯
帯
哩
衣
肖
逢
哩
料
夫
雲
印
）
で
榊
俶
（
一
八
五
七
’
一
八
九
七
）
が
最
初
の
精
神
病
学
講
義
を
し
た
の
は
一
八
八
六
年

一
二
月
三
日
で
、
一
八
八
七
年
九
月
一
○
日
に
医
科
大
学
助
手
と
な
っ
た
島
邨
は
、
榊
に
ま
な
ん
だ
助
手
と
し
て
は
第
一
号
と
い
っ
て
よ
い
。

そ
し
て
留
学
前
に
は
「
東
京
書
學
會
雑
誌
』
ほ
か
に
は
な
ば
な
し
い
活
躍
が
み
ら
れ
る
の
に
、
帰
国
し
て
京
都
府
医
学
校
教
諭
と
な
っ
て
か

ら
は
そ
の
活
動
が
み
え
ず
、
日
本
神
経
学
会
に
も
ほ
と
ん
ど
姿
を
み
せ
て
い
な
い
。
榊
を
つ
い
だ
呉
秀
三
と
よ
く
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

か
れ
の
論
文
「
島
提
埋
下
狐
壗
病
取
調
報
告
書
」
は
一
八
九
一
年
に
一
か
月
半
に
わ
た
り
出
雲
・
石
見
・
隠
岐
の
三
国
を
ま
わ
っ
た
現
地
調

査
に
も
と
づ
く
も
の
な
の
に
、
そ
の
後
の
橇
き
物
研
究
で
こ
の
論
文
は
ど
う
し
て
無
視
さ
れ
て
い
る
の
か
。
島
邨
へ
の
関
心
は
こ
う
い
っ
た

こ
れ
か
ら
の
記
述
の
た
め
に
姓
の
表
記
の
件
だ
け
ま
ず
か
た
づ
け
て
お
こ
う
。
島
邨
俊
一
は
洋
医
学
者
島
村
鼎
甫
の
没
後
に
嗣
子
と
な
っ

（
一
）

た
。
鼎
甫
の
姓
は
だ
い
た
い
「
島
村
」
と
し
る
さ
れ
て
い
る
。
も
っ
と
も
適
塾
姓
名
録
に
鼎
甫
は
「
嶋
村
貞
蔵
」
と
記
名
し
て
い
る
。
当
時

わ
り
あ
い
自
由
に
異
字
体
を
つ
か
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
俊
一
の
姓
は
京
都
府
立
医
科
大
学
保
存
の
履
歴
書
（
も
っ
と
も
、
こ
れ
は
自
筆
で
は

島
邨
俊
一
小
伝

ｌ
悲
運
の
精
神
病
学
者
Ｉ

藤
嘘
輪
義
一
藏
噴
誤
平
成
三
年
十
二
月
十
四
Ｈ
受
付

岡
田

靖

雄
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な
い
よ
う
で
あ
る
）
、
官
報
所
載
学
位
記
な
ど
で
は
「
島
村
」
と
な
っ
て
い
る
。
更
日
本
博
士
⑧
第
二
巻
（
発
展
社
。
東
京
、
一
九
二
二
年
、

あ
と
は
単
に
『
大
日
本
博
士
録
罎
と
し
る
す
）
に
は
「
島
邨
」
で
の
っ
て
お
り
、
そ
こ
に
あ
る
署
名
も
お
な
じ
で
あ
る
。
ま
た
俊
一
が
た
て
た
養

父
の
墓
お
よ
び
自
家
の
墓
は
「
島
邨
」
と
な
っ
て
い
る
。
現
在
こ
れ
ら
の
墓
を
ま
も
っ
て
お
ら
れ
る
島
村
湘
一
郎
氏
に
う
か
が
う
と
、
そ
の

他
の
親
戚
は
「
島
村
」
と
し
る
し
て
お
り
、
「
島
邨
」
の
表
記
は
趣
味
の
問
題
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
、
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
す
る
と
、
正
式

の
表
記
は
「
島
村
」
だ
が
島
邨
俊
一
は
「
島
邨
」
の
表
記
を
こ
の
ん
だ
と
い
う
こ
と
な
の
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
ご
本
人
の
好
み
に
し

卦

た
が
っ
て
「
島
邨
」
と
し
る
し
て
お
く
。

つ
ぎ
に
名
の
読
み
方
も
問
題
に
な
る
。
「
大
日
本
博
士
働
一
の
イ
ギ
リ
ス
語
欄
に
は
蟇
弓
。
の
四
目
国
：
と
で
て
い
る
。
だ
が
ド
イ

ツ
語
の
論
文
は
す
べ
て
《
⑮
嬰
一
冒
四
己
屋
国
菖
と
な
っ
て
い
る
し
、
「
京
都
醤
學
會
雑
誌
巖
謎
哩
の
鑑
定
書
に
：
印
い
ゞ
・
の
署
名
と
な
っ
て
い
る
も
の

も
あ
る
。
す
る
と
「
シ
ュ
ン
イ
チ
」
と
よ
ん
だ
の
だ
ろ
う
（
も
っ
と
も
、
齋
藤
茂
吉
が
養
父
紀
一
に
い
わ
れ
て
、
あ
ら
た
ま
っ
た
と
き
に
は
「
シ
ゲ

ョ
シ
」
と
し
た
よ
う
に
、
「
ト
シ
イ
チ
」
と
よ
ぶ
こ
と
も
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
）
。

と
こ
ろ
で
そ
の
生
涯
を
た
ど
る
資
料
は
お
お
く
な
い
。
ま
ず
、
お
も
な
も
の
を
あ
げ
て
お
こ
う
。
哀
錘
肘
立
病
河
去
挙
魯
唾
は
そ
の
履
歴
書

が
保
存
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
字
は
「
大
日
本
博
士
録
」
が
の
せ
る
自
署
と
ま
っ
た
く
こ
と
な
る
（
あ
と
は
「
履
歴
書
」
と
し
る
す
）
。
内
村
祐

『
１
Ｊ

之
「
榊
俶
先
生
と
東
京
畜
国
太
字
医
争
部
精
神
病
学
教
室
の
創
設
」
（
肩
神
神
經
學
雑
茜
第
四
四
巻
第
一
号
、
一
九
四
○
年
）
が
ひ
く
榊
俶
日

記
に
島
邨
に
つ
い
て
の
記
述
が
い
く
つ
か
み
ら
れ
る
（
あ
と
は
「
榊
日
記
」
と
す
る
）
。
留
学
中
の
詳
細
は
わ
か
ら
な
い
が
、
『
東
京
筈
事
新
誌
」

第
八
六
七
号
（
一
八
九
四
年
三
月
一
○
日
）
お
よ
び
「
中
外
筈
事
新
報
」
第
三
五
二
号
（
一
八
九
四
年
三
月
二
○
日
）
の
帰
朝
記
事
（
あ
と
は
、

「
帰
朝
記
事
」
と
略
す
〉
に
、
師
事
し
た
人
の
名
は
で
て
い
る
。
哀
瀞
鱈
篶
↓
京
都
府
立
崖
専
門
篇
時
代
に
つ
い
て
は
、
「
蕊
府
立

筈
科
大
學
八
十
年
史
」
（
京
都
府
立
傾
科
夫
亭
創
立
八
十
周
年
記
念
事
業
委
員
会
・
京
都
、
一
九
五
五
年
、
あ
と
は
「
八
十
年
史
」
と
略
す
）
お
よ
び

累
訓
府
立
書
科
大
學
百
年
史
」
（
京
都
庖
當
科
大
学
長
・
京
都
一
九
七
四
年
、
あ
と
は
冒
年
史
」
と
略
す
）
に
し
る
さ
れ
て
い
る
．
島
邨

の
生
涯
の
ほ
ぼ
全
体
は
、
島
邨
医
学
博
圭
誕
像
除
幕
式
典
に
お
け
る
加
門
桂
太
郎
の
表
頌
演
説
（
景
都
府
立
筈
學
専
門
學
校
校
友
會
雑
茜
第
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八
一
号
、
一
九
一
七
年
、
あ
と
は
「
加
門
演
説
」
と
略
記
す
る
）
か
ら
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

ま
ず
こ
れ
ら
か
ら
島
邨
の
略
年
譜
を
つ
く
る
と
、
表
一
の
よ
う
に
な
る
。

八
九
五
年
二
月
一
六
日
京
都
府
立
療
病
院
神
経
及
精
神
科
部
長

八
九
九
年
九
月
一
日
京
都
府
立
療
病
院
副
院
長

九
○
○
年
（
明
治
三
三
年
）
五
月
二
四
日
京
都
府
立
医
学
校
校
長

九
月
二
四
日
京
都
府
立
療
病
院
副
院
長
を
免
ぜ
ら
れ
る

九
○
三
年
五
月
京
都
府
立
療
病
院
院
長
兼
任

六
月
二
○
日
京
都
府
立
医
学
専
門
学
校
校
長
兼
附
属
療
病
院
院
長

九
○
六
年
（
明
治
三
九
年
）
八
月
九
日
京
都
帝
国
大
学
京
都
医
科
大
学
よ
り
医
学
博
士
の
学
位
を
う
け
る
（
上
行
性
神
経
炎
二
因
ス
ル
脊
髄
炎
／

橋
部
及
ビ
脳
脚
部
特
二
動
眼
神
経
核
ノ
血
液
供
給
二
就
テ
／
所
謂
片
山
地
方
病
ノ
病
理
解
剖
、
脳
動
脈
「
エ
ン
ボ
リ
ー
」
及
ビ
ジ
ャ
ク
ソ
ン
氏
揮

病
原
因
ノ
追
加
／
広
汎
性
硬
皮
症
ノ
病
理
追
加
、
の
論
文
に
よ
り
）

表
一
島
邨
俊
一
略
年
譜

八
六
二
年
一
月
二
四
日
（
文
久
一
年
一
二
月
二
五
日
）
東
京
生
ま
れ
、
中
村
姓
（
群
馬
県
出
身
）

八
八
五
年
七
月
一
六
日
島
村
鼎
甫
の
養
女
こ
う
と
入
夫
婚
姻

八
八
七
年
（
明
治
二
○
年
）
三
月
三
ハ
日
帝
国
太
箏
喝
科
大
学
を
卒
業

九
月
一
○
日
精
神
病
学
教
室
榊
俶
教
授
の
助
手
と
な
る

八
九
一
年
七
月
一
四
日
か
ら
九
月
二
日
ま
で
島
根
県
下
狐
瀝
病
取
り
調
べ

一
○
月
二
四
日
ョ
Ｉ
ロ
ッ
パ
留
学
に
た
つ
（
自
費
）

パ
リ
よ
り
ベ
ル
リ
ン
二
年
↓
ウ
ィ
ー
ン

八
九
四
年
（
明
治
二
七
年
）
二
月
二
日
帰
朝

一
二
月
二
一
日
京
都
府
医
学
校
教
諭
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島
邨
は
一
八
六
二
年
一
月
二
四
日
（
文
久
一
年
一
二
月
五
目
東
京
で
中
村
家
に
う
ま
れ
た
。
中
村
家
は
群
馬
県
前
橋
の
出
身
で
あ
る
が
、

母
の
名
が
花
子
で
あ
る
こ
と
の
ほ
か
は
、
そ
の
両
親
に
つ
い
て
は
た
し
か
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
生
年
月
日
は
「
履
歴
書
」
に
だ
け
万
延
一
年

一
二
月
二
五
日
と
な
っ
て
い
て
、
と
す
れ
ば
一
八
六
一
年
二
月
四
日
に
な
る
。
だ
が
、
学
位
授
与
告
示
の
官
報
、
「
大
日
本
博
幸
専
轌
そ
の
他

は
す
べ
て
文
久
一
年
と
し
る
し
て
い
る
。
さ
ら
に
死
亡
記
事
に
は
す
べ
て
享
年
六
二
一
と
あ
り
、
万
延
一
年
客
ら
数
え
で
六
四
歳
と
な
る
は
ず

で
、
「
履
歴
聿
冒
」
の
記
事
は
誤
り
と
み
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
と
こ
ろ
で
、
「
哀
餅
府
立
髻
學
専
門
學
校
校
友
鐵
雑
誌
」
第
八
一
号
（
一
九
一
七

年
）
の
「
島
邨
医
学
博
士
寿
像
除
幕
式
典
」
記
事
に
は
、
「
去
る
十
一
月
十
一
日
博
士
誕
生
の
佳
辰
を
卜
し
」
と
あ
る
。
文
久
一
年
二
月
一

一
日
（
一
八
六
一
年
一
二
月
一
二
日
）
の
生
ま
れ
だ
が
、
戸
籍
な
ど
の
届
け
は
同
年
一
二
月
二
五
日
と
な
っ
た
と
い
う
こ
と
な
の
だ
ろ
う
か
。

中
村
俊
一
は
東
京
大
学
医
学
部
在
学
中
の
一
八
八
五
年
七
月
一
六
日
島
村
鼎
甫
の
養
女
こ
う
（
幸
子
）
と
結
婚
し
、
島
村
姓
と
な
っ
た
。
鼎

甫
（
一
八
三
○
’
一
八
八
一
）
は
備
前
出
身
の
洋
医
学
者
で
適
塾
に
ま
な
び
、
医
学
所
教
授
を
つ
と
め
、
「
生
理
發
蒙
」
二
八
六
六
年
）
、
『
創
瘻

新
説
」
（
一
八
六
六
年
）
の
訳
書
が
あ
る
・
鼎
甫
の
妻
淘
喜
子
は
喜
多
流
謡
曲
宗
家
喜
多
六
平
太
の
娘
で
あ
っ
た
。
二
人
の
あ
い
だ
に
子
は
な
く
、

一
九
○
八
年
四
月
四
日
第
四
回
日
本
神
経
学
会
総
会
を
欠
席
（
宿
題
報
告
「
癩
病
の
治
療
法
」
の
予
定
）

一
九
一
○
年
（
明
治
四
三
年
）
三
月
九
日
校
長
・
院
長
・
教
諭
を
辞
職

五
月
学
校
講
師
・
附
属
療
病
院
顧
問
・
療
病
院
神
経
及
精
神
科
部
長

一
九
一
六
年
一
二
月
二
八
日
講
師
・
顧
問
・
部
長
を
辞
職

一
九
一
七
年
（
大
正
六
年
）
三
月
二
日
学
内
に
寿
像
建
立
（
除
幕
式
に
本
人
欠
席
）

一
九
二
三
年
（
大
正
一
二
年
）
三
月
二
日
逝
去

い
く
錘

聲
香
院
峰
譽
日
俊
居
士

一
、
そ
の
前
半
生
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（
一
一
）
（
一
一
一
）

岡
山
の
医
家
前
川
玄
泉
の
長
女
こ
う
を
む
か
え
て
養
女
と
し
た
。
奥
沢
康
正
お
よ
び
津
下
健
哉
が
あ
げ
る
津
下
ｌ
島
村
家
系
図
か
ら
必
要
部

分
を
ぬ
き
だ
す
と
、
表
一
一
の
よ
う
に
な
る
。

、
、
ノ

鼎
甫
没
後
島
村
家
の
後
見
役
に
な
っ
て
い
た
の
は
、
福
澤
儘
聖
ロ
、
長
與
專
齋
、
佐
々
木
東
洋
、
牧
山
鰻
鋤
石
井
信
義
、
麦
鯛
歪
胤
な
ど

で
あ
っ
た
が
、
こ
の
人
た
ち
の
選
に
の
ぼ
っ
て
島
村
家
の
養
嗣
子
と
な
っ
た
の
が
中
村
俊
一
で
あ
っ
た
（
「
加
門
演
説
」
）
。

島
邨
は
一
八
八
七
年
三
月
一
六
日
に
帝
国
大
学
医
科
大
学
二
八
八
六

綾
ｖ

表二津下 一 島 村 家 系 図

鍵
挫
咽
妻
Ｉ
津
下
峠
岬
花
子
Ｉ
（
中
村
）
俊

ろ

馬
中
村
花
子
Ｉ
（
中
村
）
俊

ｌ
島
村
鼎
甫

瞳
訂
‐
Ｉ
こ
‐↓
（
二
歳
で

７

｜
阿
部
知
範

一
一
一
閑
吾

峠
矧
糾
岸
湘
一
郎

〒
て
い
（
貞
）鼈

ゞ
一
発

上
犠
三
郎

〒
Ｉ
Ｉ
恒
－

１
里
ふ
↑
（
連
れ
子
）
｜

〒
‐
‐
槙
一

前
川
準
一
口
こ
う

前
川
玄
泉
（
四
男
六
女

守
井
泰
造
一

年
東
京
大
学
医
学
部
よ
り
改
称
）
を
卒
業
し
た
。
同
学
年
の
五
八
名
の
な

か
に
は
、
足
立
健
三
郎
（
産
婦
人
科
学
、
島
邨
赴
任
の
寸
前
ま
で
京
都
府
医

う

学
校
教
諭
）
ノ
姥
子
吉
人
（
薬
理
学
）
、
大
澤
岳
太
郎
（
解
剖
学
）
、
大
西
克

養
女
）
孝
（
眼
科
）
、
栗
本
庸
催
（
医
療
行
政
）
、
高
安
右
人
（
眼
科
）
、
高
山
尚
平

（
産
婦
人
科
）
、
三
浦
謹
之
助
（
内
科
）
の
名
が
み
ら
れ
る
。
つ
い
で
に
、

島
邨
と
同
時
期
（
校
長
時
代
ま
で
）
に
京
都
府
医
学
校
ｌ
京
都
府
立
医
学

専
門
学
校
に
つ
と
め
た
東
京
大
学
医
学
部
ｌ
帝
国
大
学
医
科
大
学
の
卒

業
生
の
名
を
あ
げ
て
お
こ
う
、
Ｉ
猪
子
止
戈
之
助
（
一
八
八
二
年
卒
業
、

の
第
一
女
）

外
科
、
校
長
・
院
長
、
の
ち
京
都
帝
国
大
学
医
科
大
学
）
、
富
永
兼
業
（
一
八

八
二
年
卒
業
、
生
理
学
）
、
淺
山
郁
次
郎
（
一
八
八
四
年
卒
業
、
眼
科
、
の
ち

九
年
卒
業
、
小
児
科

郎
（
一
八
九
○
年
卒
坐

京
都
帝
国
大
学
医

年
卒
業
、
内
科
、

V

科
大
学
）
、
高
山
尚
平
（
前
出
）
、
笠
原
光
興
（
一
八
八

の
ち
京
部
蒋
国
勤
冒
大
学
一
ゞ
平
井
銃
太
郎
二
八

業
、 、

内
科
、
ｔ
の
ち
京
都
帝
国
大
学
医
科
大
学
）
、
加
門
桂

解
剖
学
、
校
長
、
の

ち
京
都
帝
国
大
学
医
科
大
学
）
、 太 ヘ、
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卒
業
後
の
こ
と
は
「
榊
日
記
」
に
み
ら
れ
る
。
「
四
月
二
十
六
日
学
生
島
村
来
ル
」
。
「
四
月
二
十
七
日
島
村
氏
へ
「
デ
メ
ン
チ
ア
』
ノ

問
題
ヲ
与
へ
大
学
院
入
ヲ
許
ス
」
。
「
履
歴
書
」
に
は
、
五
月
三
日
大
学
院
入
学
、
九
月
六
日
願
い
に
よ
り
同
退
学
と
あ
る
。
東
京
府
癩
狂
院

（
一
八
八
九
年
三
月
一
日
東
京
府
巣
鴨
病
院
と
改
称
）
と
東
京
帝
国
大
学
医
科
大
学
と
の
関
係
は
わ
た
し
の
「
私
説
松
沢
病
院
史
」
（
岩
崎
学
術
出

版
社
・
東
京
、
一
九
八
一
年
）
に
く
わ
し
く
の
べ
た
が
、
一
八
八
七
年
四
月
三
○
日
か
ら
東
京
府
癩
狂
院
の
患
者
の
治
療
は
医
科
大
学
が
責
任

を
お
う
こ
と
に
な
り
、
榊
俶
は
同
院
医
長
と
な
っ
た
（
院
長
制
は
廃
止
）
・
そ
し
て
医
科
大
学
精
神
病
学
教
室
は
同
院
内
に
お
か
れ
た
の
で
あ
る
。

癒
狂
院
記
録
で
は
、
八
月
三
日
か
ら
大
学
か
ら
の
依
頼
で
大
学
院
生
島
邨
が
医
務
補
助
と
し
て
隔
日
に
出
頭
し
て
い
た
。
九
月
一
○
日
島
邨

は
医
科
大
学
助
手
に
任
ぜ
ら
れ
、
第
一
医
院
勤
務
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
精
神
病
学
教
室
の
助
手
と
さ
れ
た
人
に
は
す
べ
て
、
医
科
大
学
第
一
医

院
勤
務
と
い
う
形
式
が
と
ら
れ
て
い
る
。
庫
狂
院
記
録
で
は
島
邨
は
九
月
二
日
よ
り
当
直
医
と
な
る
。

こ
こ
で
島
邨
と
同
時
期
に
精
神
病
学
教
室
に
い
た
人
を
み
て
お
く
。
前
年
に
医
科
大
学
を
卒
業
し
た
三
田
久
泰
が
一
月
二
一
日
に
は
じ
め

て
の
助
手
と
な
っ
て
い
る
（
五
月
二
日
よ
り
願
狂
院
へ
出
張
、
一
八
八
九
年
二
月
二
五
日
辞
任
、
佐
賀
県
柄
崎
病
院
の
精
神
病
部
を
担
任
、
一
八
九
三

年
一
月
四
日
死
去
）
。
つ
い
で
、
ま
え
か
ら
東
京
府
瀧
狂
院
医
員
だ
っ
た
人
の
う
ち
、
片
山
正
義
二
八
八
六
年
帝
国
大
学
別
課
医
学
卒
業
、
同
年

癩
狂
院
就
職
、
一
八
八
九
年
辞
任
）
、
田
邊
耕
民
（
出
身
校
不
明
、
一
八
八
七
年
一
月
艤
狂
院
就
職
、
一
八
九
二
年
辞
任
、
山
田
謙
哉
と
「
精
神
病
治
療

全
書
一
を
一
八
九
四
年
に
だ
し
た
）
が
助
手
と
な
っ
た
。
高
山
獲
夫
二
八
八
○
年
東
京
大
学
別
課
医
学
卒
業
）
が
一
八
八
七
年
五
月
に
助
手
と
な

っ
た
ら
し
い
が
、
間
も
な
く
や
め
て
い
る
。
あ
と
杉
本
宇
吉
二
八
八
七
年
別
課
医
学
卒
業
、
一
八
八
九
’
九
三
年
と
雇
と
し
て
在
任
）
、
大
西
鍜

（
一
八
八
八
年
医
科
大
学
卒
業
、
一
八
八
九
年
助
手
と
し
て
在
任
、
の
ち
大
阪
府
立
医
学
校
病
院
精
神
科
部
長
）
、
井
上
甲
之
助
二
八
八
六
年
別
課
医

永
井
徳
壽
（
一
八
九

Ｊ
使
磯
元
舂
（
一
八
九

業
、
内
科
）
。
こ
れ
、

こ
と
が
目
に
つ
ノ
、
。

（
一
八
九
○
年
卒
業
、
生
理
学
）
、
望
月
惇
一
（
一
八
九
一
年
卒
業
、
内
科
、
校
長
）
、
秋
元
隆
次
郎
（
一
八
九
二
年
卒
業
、
産
婦
人
科
）
、

一
八
九
三
年
卒
業
、
眼
科
）
、
池
田
廉
一
郎
（
一
八
九
六
年
卒
業
、
外
科
、
の
ち
新
潟
医
学
専
門
学
校
）
、
工
藤
外
三
郎
（
一
八
九
七
年
卒

こ
れ
は
の
ち
に
ふ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
大
問
題
で
あ
る
が
、
か
れ
の
前
後
の
人
で
京
都
帝
国
大
学
に
う
つ
っ
た
人
の
お
お
い
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島
邨
の
助
手
時
代
に
論
文
面
で
も
っ
と
も
活
躍
し
て
い
た
の
は
、
三
田
と
な
ら
ん
で
島
邨
で
あ
っ
た
。
三
田
の
生
涯
に
つ
い
て
は
、
調
査

を
ふ
か
め
た
う
え
で
い
つ
か
発
表
し
た
い
が
、
三
田
の
主
要
論
文
は
、
酒
精
飲
用
後
躁
狂
状
態
（
一
八
八
七
年
）
、
熱
性
病
の
精
神
病
へ
の
影
響

（
一
八
八
八
年
、
一
八
九
○
年
）
、
肺
結
核
と
精
神
病
（
一
八
八
八
年
）
、
訴
訟
狂
全
癒
例
（
一
八
八
八
年
）
、
感
伝
性
〔
感
応
〕
精
神
病
（
一
八
八

九
年
）
、
精
神
錯
乱
（
一
八
八
九
年
）
、
ア
テ
ト
ー
ゼ
（
一
八
九
一
年
）
に
関
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

島
邨
の
最
初
の
論
文
は
「
回
帰
狂
実
験
」
今
東
京
醤
學
會
雑
誌
』
第
二
巻
第
七
号
、
同
第
八
号
、
一
八
八
八
年
四
月
、
は
じ
め
三
月
八
日
東
京
医
学

会
例
会
報
告
）
で
あ
っ
た
。
島
邨
の
仕
事
の
内
容
は
あ
と
に
ま
と
め
る
の
で
、
こ
こ
で
は
助
手
時
代
の
主
要
論
文
の
主
題
を
あ
げ
て
お
こ
う
。

ヒ
オ
ス
チ
ン
の
効
果
二
八
八
八
年
）
、
性
欲
抑
圧
の
精
神
神
経
面
へ
の
影
響
二
八
八
八
年
）
、
大
脳
半
球
の
局
部
脳
質
脳
膜
炎
に
よ
る
ジ
ャ
ク

ソ
ン
癩
病
（
榊
と
共
著
、
一
八
八
九
年
）
、
水
銀
中
毒
の
精
神
症
状
（
一
八
八
九
年
）
、
バ
セ
ド
ウ
精
神
病
二
八
九
○
年
、
一
八
九
一
年
）
、
心
臓

病
と
精
神
病
（
一
八
九
○
年
）
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
よ
る
精
神
病
治
癒
例
（
一
八
九
○
年
）
。
こ
の
よ
う
に
な
ら
べ
て
み
る
と
、
三
田
の
研
究
と

島
邨
の
研
究
と
に
、
症
状
精
神
疾
患
、
中
毒
精
神
疾
患
、
脳
器
質
疾
患
、
身
体
疾
患
の
精
神
疾
患
へ
の
影
響
な
ど
、
共
通
す
る
方
向
の
も
の

が
か
な
り
お
お
い
こ
と
に
気
が
つ
く
。
こ
の
ほ
か
に
島
邨
は
、
い
く
つ
か
の
薬
物
に
つ
い
て
の
論
文
抄
録
を
か
な
り
お
お
く
つ
く
っ
て
い
る
。

一
八
九
一
年
七
月
八
日
島
邨
は
狐
侭
病
取
り
調
べ
の
た
め
島
根
県
下
へ
出
張
を
命
ぜ
ら
れ
て
、
一
四
日
に
出
発
、
途
中
備
後
国
尾
の
道
に

）

学
卒
業
、
一
八
八
九
年
雇
と
し
て
在
任
）
、
小
野
寺
義
卿
（
あ
る
い
は
義
郷
出
身
校
不
明
、
一
八
八
九
’
九
四
年
助
手
と
し
て
在
任
）
、
舟
岡
英
之
助

（
一
八
八
九
年
医
科
大
学
卒
業
、
一
八
九
○
’
九
三
、
九
四
’
九
九
年
と
助
手
と
し
て
在
任
、
の
ち
岡
山
医
学
專
門
学
校
教
授
と
し
て
生
理
学
を
担
当
）
、

呉
秀
三
（
一
八
九
○
年
医
科
大
学
卒
業
、
一
八
九
一
’
九
六
年
と
助
手
、
の
ち
助
教
授
を
へ
て
教
授
）
が
い
た
。
こ
の
ほ
か
に
植
木
鐡
哉
、
濱
地
和

一
が
な
ん
ら
か
の
形
で
一
八
八
九
年
ご
ろ
に
い
た
ら
し
い
・

榊
が
医
長
に
な
る
ま
え
中
井
常
次
郎
院
長
時
代
の
東
京
府
癖
狂
院
で
は
、
精
神
疾
患
は
艤
狂
（
躁
狂
）
、
謬
狂
、
偏
狂
、
痴
狂
と
わ
け
ら
れ

て
い
た
。
榊
は
鯵
狂
、
躁
狂
、
錯
迷
狂
、
庫
屑
狂
、
歌
斯
的
里
狂
、
麻
痩
狂
、
老
毫
狂
、
続
発
痴
狂
、
酒
精
中
毒
、
白
痴
、
ア
ト
ロ
ピ
ン
狂

と
い
う
分
類
を
と
っ
た

(71）609



よ
っ
て
調
査
し
、
二
三
日
松
江
着
。
松
江
病
院
長
山
崎
幹
お
よ
び
島
根
県
庁
の
協
力
を
え
て
調
査
に
着
手
。
八
月
一
四
日
に
は
石
見
国
に
は

い
り
、
二
三
日
に
は
隠
岐
国
に
は
い
る
。
八
月
二
八
日
松
江
着
、
九
月
二
日
帰
京
。
こ
の
結
果
は
「
島
根
県
下
狐
憲
病
取
調
報
告
」
に
ま
と

め
ら
れ
て
、
「
東
京
書
學
會
雑
誌
」
第
六
巻
第
一
○
号
（
一
八
九
二
年
）
か
ら
同
第
七
巻
第
九
号
二
八
九
三
年
）
に
か
け
て
計
八
回
に
わ
け
て

掲
載
さ
れ
た
。
島
邨
が
留
学
に
た
っ
た
あ
と
で
あ
る
。

島
邨
は
一
八
九
一
年
一
○
月
二
四
日
自
費
で
ョ
－
ロ
ッ
パ
留
学
に
た
っ
た
。
こ
の
出
発
の
日
を
一
○
月
二
四
日
と
す
る
の
は
「
大
日
本
博

／

士
録
』
、
呉
秀
三
「
我
邦
二
舷
ケ
ル
精
神
病
二
関
ス
ル
最
近
ノ
施
設
」
（
「
東
京
書
學
會
雑
誌
創
立
二
十
五
年
祝
賀
論
文
」
第
二
輯
、
一
九
一
三
年
）
、

樫
田
五
郎
百
本
に
砂
け
る
精
神
病
学
の
日
乗
」
（
国
教
授
莅
職
二
十
五
年
記
念
文
集
」
第
弐
輯
・
第
参
輯
・
第
四
輯
、
呉
教
授
在
職
二
十
五
年
祝

賀
会
・
東
京
、
一
九
二
八
年
）
で
あ
り
、
東
京
府
巣
鴨
病
院
資
料
で
医
員
辞
職
の
日
付
け
が
一
○
月
二
四
日
と
な
っ
て
い
る
こ
と
も
そ
れ
に
一

致
す
る
。
「
帰
朝
記
事
」
で
は
と
も
に
一
二
月
と
さ
れ
て
い
る
。
他
方
「
履
歴
書
」
に
は
一
○
月
五
日
と
あ
る
。
と
こ
ろ
が
「
中
外
書
事
新
報
」

第
二
七
八
号
（
’
八
九
一
年
一
○
月
二
五
日
）
に
「
医
学
士
島
村
俊
一
君
」
と
し
て
送
別
会
記
事
が
の
っ
て
い
る
。
侍
医
原
田
豊
と
同
道
で
ド

イ
ツ
国
へ
留
学
す
る
の
で
、
榊
教
授
ほ
か
の
発
起
で
一
○
月
一
三
日
に
送
別
宴
会
が
あ
り
、
参
会
は
三
宅
秀
、
佐
々
木
東
洋
、
大
澤
謙
二
な

ど
六
○
余
名
、
墓
岩
崎
周
作
、
大
澤
安
鑛
正
胤
竹
中
成
憲
榊
の
送
別
の
辞
が
あ
っ
た
、
と
い
う
内
容
で
あ
る
．
こ
れ
か
ら
み
て
も

一
○
月
二
四
日
が
も
っ
と
も
た
し
か
ら
し
い
（
「
履
歴
書
」
の
前
半
記
事
に
は
ど
う
も
う
な
づ
け
な
い
点
が
い
く
つ
か
あ
る
）
。

留
学
中
の
こ
と
は
二
つ
の
「
帰
朝
記
事
」
を
ま
と
め
て
み
よ
う
。
島
邨
は
ま
ず
フ
ラ
ン
ス
に
い
っ
て
パ
リ
に
し
ば
ら
く
歩
を
と
ど
め
た
の

ち
、
ド
イ
ツ
国
ベ
ル
リ
ン
に
つ
い
て
、
そ
こ
で
二
年
余
り
の
修
学
を
か
さ
ね
た
。
講
学
の
休
み
に
は
ハ
レ
、
イ
ェ
ナ
、
エ
ル
ラ
ン
ゲ
ン
、
ウ

ュ
ル
ッ
ブ
ル
ク
、
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
な
ど
の
諸
大
学
を
巡
視
し
て
神
経
病
学
、
精
神
病
科
に
つ
き
調
査
し
た
。
ベ
ル
リ
ン
大
学
で
は
教
授
ョ

リ
（
即
応
号
肩
ご
○
辱
〉
一
八
四
四
’
一
九
○
四
、
一
八
九
○
年
よ
り
ベ
ル
リ
ン
の
教
授
）
よ
り
精
神
病
学
を
、
員
外
教
授
メ
ン
デ
ル
白
目
目
屋
堅
巨
の
己
里

一
八
三
九
’
一
九
○
七
、
一
八
七
五
年
よ
り
ベ
ル
リ
ン
の
員
外
教
授
）
よ
り
神
経
病
学
を
、
ま
た
メ
ン
デ
ル
お
よ
び
メ
ー
リ
員
山
１
巨
・
の
戸
一
八

四
九
’
一
九
一
九
、
一
八
九
二
年
よ
り
ベ
ル
リ
ン
の
員
外
教
授
）
か
ら
刑
事
精
神
病
学
を
聴
講
し
、
ジ
ー
メ
リ
ン
グ
（
厚
三
里
陸
の
目
①
冒
飼
〕
一
八
五

(72） 610



七
’
一
九
三
一
、
一
八
八
二
年
よ
り
ベ
ル
リ
ン
の
員
外
教
授
）
に
も
教
え
を
う
け
た
。
神
経
学
に
つ
い
て
は
オ
ペ
ン
ハ
ィ
ム
田
①
目
国
邑
冒
Ｏ
ｇ
①
号
の
目
》

一
八
五
八
’
一
九
一
九
、
一
八
八
三
年
か
ら
ベ
ル
リ
ン
の
教
授
）
、
レ
ー
マ
ー
ク
白
目
の
こ
こ
冒
叩
需
日
農
》
一
八
四
九
’
一
九
二
、
一
八
七
五
年
か

ら
ベ
ル
リ
ン
で
ポ
リ
ク
リ
ニ
ク
を
ひ
ら
き
、
の
ち
一
九
○
二
年
か
ら
ベ
ル
リ
ン
の
員
外
教
授
）
、
オ
イ
レ
ン
ブ
ル
ク
（
ど
一
〕
曾
詳
因
両
昌
の
。
ｇ
侭
ゞ
一
八

四
○
’
一
九
一
七
、
グ
ラ
イ
フ
ス
ワ
ル
卜
の
教
授
だ
っ
た
が
一
八
八
二
年
か
ら
ベ
ル
リ
ン
で
神
経
病
ポ
リ
ク
リ
ニ
ク
を
ひ
ら
い
て
い
る
）
に
し
た
が
っ

た
。
ま
た
内
科
で
は
教
授
ラ
イ
デ
ン
目
昌
、
ｇ
○
コ
序
乱
ｇ
ゞ
一
八
三
二
’
一
九
一
○
、
一
八
七
六
年
か
ら
ベ
ル
リ
ン
の
教
授
）
お
よ
び
ゲ
ル
ハ
ル

ト
（
不
詳
）
に
つ
き
、
こ
と
に
神
経
病
学
を
専
修
し
た
。
病
理
解
剖
は
フ
ィ
ル
ホ
フ
（
ウ
ィ
ル
ヒ
ョ
ゥ
、
冒
号
一
ウ
ョ
ｇ
ｏ
言
》
一
八
一
二
’
一
九

○
二
、
一
八
五
六
年
か
ら
ベ
ル
リ
ン
の
教
授
）
に
つ
い
た
。
一
八
九
四
年
に
は
ラ
イ
デ
ン
の
指
導
で
、
上
行
性
神
経
炎
に
因
す
る
脊
髄
炎
の
一
例

を
発
表
し
た
。
ま
た
メ
ン
デ
ル
の
と
こ
ろ
で
は
顕
微
鏡
に
よ
る
検
索
を
つ
づ
け
て
い
て
、
同
年
そ
の
指
導
で
橋
お
よ
び
脳
脚
の
血
行
に
つ
い

て
の
論
文
を
だ
し
た
。
そ
の
ほ
か
ベ
ル
リ
ン
の
ダ
ル
ド
ル
フ
癩
狂
院
長
ザ
ン
デ
ル
（
弓
号
の
盲
の
留
且
閏
ゞ
一
八
三
八
’
一
九
一
三
）
お
よ
び

ヘ
ル
ッ
ベ
ル
ク
国
立
癩
狂
院
長
（
一
八
九
三
年
よ
り
）
の
メ
ー
リ
に
つ
い
て
、
両
院
の
患
者
に
関
す
る
臨
床
を
ま
な
ん
だ
。
ま
た
ワ
ル
ダ
ィ
ェ

ル
（
弓
言
①
言
ご
Ｃ
三
雲
四
一
号
望
閏
出
胃
艮
一
八
三
六
’
一
九
一
二
、
一
八
八
三
年
よ
り
ベ
ル
リ
ン
の
教
授
）
に
神
経
系
解
剖
学
も
ま
な
ん
だ
。

つ
づ
い
て
ウ
ィ
ー
ン
に
し
ば
ら
く
い
た
。
こ
こ
で
は
教
授
ク
ラ
フ
ト
‐
エ
ー
ビ
ン
グ
（
国
の
冨
己
ぐ
○
二
毎
ｍ
露
‐
厚
一
長
二
八
四
○
’
一
九
○
二
、

一
八
八
九
年
よ
り
ウ
ィ
ー
ン
の
教
授
、
こ
の
人
の
教
科
書
が
ク
レ
ペ
リ
ン
前
に
は
わ
が
国
の
精
神
病
学
に
も
っ
と
も
影
響
を
も
っ
て
い
た
）
の
精
神
病
学

講
義
を
き
き
、
当
時
ワ
グ
ネ
ル
・
ヤ
ウ
レ
ク
（
盲
冒
、
言
侭
邑
四
四
詳
曾
く
○
己
四
胃
①
開
』
一
八
五
七
’
一
九
四
○
、
一
九
○
二
年
か
ら
ゥ
イ
ー
ン
の

教
授
、
一
九
二
七
年
ノ
ー
ベ
ル
賞
）
が
部
長
を
し
て
い
た
ア
ル
ゲ
マ
イ
ネ
ス
・
ク
ラ
ン
ヶ
ン
ハ
ウ
ス
精
神
科
で
臨
床
を
見
学
し
た
。
ま
た
、
わ
が

国
の
留
学
生
を
お
お
く
そ
だ
て
た
オ
ー
ベ
ル
シ
タ
イ
ネ
ル
田
ｇ
乱
呂
○
富
『
牌
①
冒
閏
》
一
八
四
七
’
一
九
一
三
、
一
八
八
二
年
ゥ
イ
ー
ン
大
学
に

（
四
）

所
属
す
る
神
経
学
研
究
所
を
自
分
で
つ
く
り
、
一
八
八
九
年
か
ら
教
授
）
の
研
究
所
で
顕
微
鏡
的
研
究
を
か
さ
ね
、
ま
た
ス
ト
リ
ッ
ヶ
ル
（
晋
’
亘
《
①
『
．

ウ
ィ
ー
ン
に
病
理
学
研
究
所
を
ひ
ら
い
て
お
り
、
ワ
グ
ネ
ル
・
ヤ
ウ
レ
ク
も
一
八
七
六
’
一
八
八
二
年
と
そ
こ
で
研
究
し
て
い
た
）
に
も
し
た
が
い
、

ペ
ッ
テ
ン
コ
ー
フ
ェ
ル
（
不
詳
）
に
神
経
病
学
を
ま
な
ん
だ
。
さ
ら
に
内
科
教
授
ノ
ー
ト
ナ
ー
ゲ
ル
扇
①
『
目
四
目
ｚ
○
号
。
侭
の
三
八
四
一
’
一
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定
書
も
の
こ
っ
て
い
る
。

医
員
兼
務
）
に
就
任
し
た
。
担
当
は
精
神
病
学
、
神
経
病
学
お
よ
び
法
医
学
で
あ
っ
た
（
朝
井
元
章
が
教
諭
で
あ
っ
た
一
九
○
一
年
五
月
か
ら
一
九

ミ

し
か

○
二
年
七
月
ま
で
は
、
神
経
病
学
お
ま
ぴ
法
医
学
は
朝
井
の
担
当
）
。
当
時
の
校
長
・
療
病
院
長
は
五
年
先
輩
の
猪
子
止
戈
之
助
で
あ
っ
た
。
当
時

の
同
窓
生
に
は
猪
子
の
ほ
か
に
つ
富
永
（
生
理
学
・
衛
生
学
）
、
淺
山
（
眼
科
）
、
加
門
（
解
剖
学
）
、
笠
原
（
内
科
）
、
平
井
（
内
科
、
小
児
科
）

が
い
た
。
こ
こ
で
島
邨
の
法
医
学
講
義
に
ふ
れ
て
お
こ
う
。
精
神
科
医
療
史
研
究
会
で
入
手
し
て
い
る
大
條
顯
直
二
九
○
一
年
卒
業
）
に
よ

る
法
医
学
講
義
筆
記
録
が
あ
る
。
そ
の
内
容
は
法
医
検
査
法
ｌ
生
殖
器
関
係
ｌ
堕
胎
ｌ
外
傷
ｌ
致
死
創
傷
ｌ
自
殺
・
他
殺
・
誤
死
ｌ
血
痕
ｌ

毛
髪
ｌ
窒
息
死
ｌ
殺
児
ｌ
死
体
現
象
、
と
い
っ
た
内
容
で
あ
る
。
の
ち
に
み
る
よ
う
に
、
島
邨
に
よ
る
一
般
の
（
精
神
鑑
定
で
な
い
）
法
医
鑑

九
○
五
、
一
八
八
二
年
か
ら
ウ
ィ
ー
ン
の
教
授
）
に
つ
い
て
神
経
学
を
ま
な
ん
だ
。
ウ
ィ
ー
ン
で
の
仕
事
は
論
文
に
は
な
っ
て
い
な
い
。
い
ず
れ

に
せ
よ
ベ
ル
リ
ン
お
よ
び
ウ
ィ
ー
ン
と
、
島
邨
は
当
時
と
し
て
は
一
流
の
人
に
つ
い
て
精
神
病
学
、
神
経
学
を
ま
な
ん
で
き
た
。

さ
て
、
島
邨
は
鳥
井
春
洋
（
同
学
年
の
人
、
内
科
）
、
山
根
元
策
（
一
八
八
三
年
東
京
大
学
医
学
部
卒
業
内
科
）
、
緒
方
蛙
次
郎
（
緒
方
富
雄
先

生
父
君
）
と
と
も
に
、
一
八
九
四
年
九
月
二
四
日
イ
タ
リ
ア
の
ジ
ェ
ノ
ア
港
で
ド
イ
ツ
船
バ
イ
エ
ル
ン
号
に
の
り
、
香
港
で
ド
イ
ツ
船
ニ
ル
ン

ベ
ル
ヒ
号
に
の
り
か
え
、
二
月
二
日
横
浜
に
つ
い
た
。
二
月
一
八
日
に
は
こ
の
四
名
お
よ
び
山
極
勝
三
郎
の
帰
朝
祝
宴
が
上
野
松
源
楼

さ
ら
に
、
京
都
に
う
つ
る
こ
と
に
な
っ
た
島
邨
の
送
別
会
が
師
榊
ほ
か
の
発
起
に
よ
っ
て
一
二
月
八
日
日
比
谷
門
外
東
京
ホ
テ
ル
で
お
こ

な
わ
れ
た
。
島
邨
は
一
二
月
一
○
日
新
橋
発
の
汽
車
で
任
地
に
む
か
っ
た
。

で
お
こ
な
わ
れ
た
。

翌
年
二
月
一
六
日
に
は
島
邨
は
療
病
院
神
経
及
精
神
科
部
長
と
な
り
、
神
経
精
神
科
が
独
立
し
た
。
一
八
八
七
年
七
月
に
療
病
院
敷
き
地

二
、
そ
の
後
半
生

京
都
行
き
の
話
は
い
つ
か
ら
あ
っ
た

、
Ｆ
‐

、
、

、
、

も
の
が
。
島
邨
は

レー

｛
玉
｝

八
九
四
年
（
明
治
二
七
年
）
一
二
月
一
二
日
京
都
府
医
学
校
教
諭
（
京
都
療
病
院
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東
南
隅
の
鴨
川
に
接
す
る
四
二
○
坪
ほ
ど
の
敷
き
地
を
か
こ
っ
て
、
平
屋
一
八
○
坪
ほ
ど
の
新
病
舎
（
精
神
病
舎
）
が
着
工
さ
れ
、
年
末
に
完

、
ｊ

成
。
定
員
四
○
名
で
、
《
鎭
静
室
雲
体
室
）
は
六
室
。
一
八
八
八
年
一
月
か
ら
患
者
を
収
容
し
た
。
当
時
の
医
科
大
学
、
医
学
校
で
専
任
の
精

／
Ｊ
１
、
、

神
病
学
教
授
が
い
た
の
は
帝
国
大
学
、
京
都
府
医
学
校
お
よ
び
大
阪
府
立
医
学
校
だ
け
で
、
付
属
病
院
に
精
神
病
科
が
あ
っ
た
の
は
愛
知
病

院
お
よ
び
大
阪
府
立
医
学
校
病
院
（
病
室
八
、
う
ち
狂
躁
室
三
）
だ
け
で
あ
っ
た
。
帝
国
大
学
医
科
大
学
の
ば
あ
い
精
神
科
病
室
は
構
内
に
な

く
、
東
京
府
巣
鴨
病
院
を
利
用
し
て
い
た
（
こ
の
こ
と
へ
の
評
価
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
は
医
育
機
関
内
に
精
神
科
を
根
づ
か
せ
る
の
を
さ

ま
た
げ
る
悪
先
例
と
な
っ
た
と
わ
た
し
は
判
断
し
て
い
る
）
。
そ
こ
で
こ
の
四
○
床
の
新
病
舎
は
、
医
育
機
関
に
付
属
し
た
精
神
科
病
棟
と
し
て
は

わ
が
国
で
最
初
の
本
格
的
な
も
の
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。
さ
ら
に
一
八
九
九
年
七
月
に
は
、
担
当
教
諭
・
部
長
の
退
職
に
と
も
な
っ
て

療
病
院
内
科
第
二
部
が
第
一
部
に
合
併
し
た
の
に
と
も
な
い
、
内
科
第
二
部
診
察
場
が
神
経
精
神
科
診
療
場
に
あ
て
ら
れ
た
（
外
来
が
拡
充
さ

そ
し
て
、
学
校
、
病
院
が
ガ
タ
つ
い
て
い
る
な
か
で
療
病
院
神
経
精
神
科
は
患
者
数
で
も
療
病
院
の
中
心
と
な
っ
て
、
そ
の
経
営
を
さ
さ

え
る
に
い
た
る
。
『
百
年
史
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
患
者
数
を
計
算
し
な
お
し
て
か
か
げ
る
と
、
表
三
、
四
の
よ
う
で
あ
る
。

（
一
ハ
）

こ
の
こ
ろ
精
神
科
で
は
外
来
は
一
般
に
ひ
じ
ょ
う
に
軽
視
さ
れ
て
い
た
。
東
京
府
巣
鴨
病
院
に
つ
い
て
み
る
と
、
一
八
九
四
年
の
巣
鴨
病

院
規
程
並
職
務
章
程
に
は
「
外
来
患
者
ノ
治
療
二
応
ス
ヘ
カ
ラ
ス
」
と
明
記
さ
れ
て
い
た
。
規
程
が
か
え
ら
れ
て
外
来
診
療
が
四
月
一
日
か

ら
は
じ
ま
っ
た
一
九
○
四
年
の
外
来
患
者
は
新
来
二
三
名
、
再
来
一
九
三
名
で
あ
っ
た
。
翌
年
九
月
か
ら
貧
困
者
に
た
い
す
る
施
薬
の
制

度
が
も
う
け
ら
れ
た
が
、
一
九
○
六
年
の
患
者
は
新
来
二
二
四
名
、
再
来
二
○
二
名
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
く
ら
べ
て
京
都
府
立
療
病
院
神

経
精
神
科
外
来
の
患
者
数
の
多
さ
（
そ
の
な
か
で
神
経
病
の
患
者
が
お
お
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
）
は
特
筆
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
れ

は
島
邨
の
学
識
お
よ
び
熱
心
さ
の
賜
物
な
の
だ
ろ
う
。

精
神
病
舎
の
運
営
に
も
み
る
べ
き
も
の
が
っ
た
・
伊
東
天
眞
が
一
八
八
八
年
五
月
ご
ろ
の
精
神
病
舎
の
状
況
を
し
る
し
て
い
る
と
こ
ろ
（
京

都
府
立
療
病
院
附
属
新
病
室
の
略
記
及
所
感
」
、
「
京
都
府
筈
學
校
校
友
會
雑
誌
』
第
九
号
、
一
八
八
八
年
）
に
よ
る
と
、
「
其
初
め
室
の
北
な
る
を
男

れ
た
の
だ
ろ
う
）
。

の
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表三京都府立療病院1903年1－5月の患者累計（延べ）

今 体ゴー うち内科 うち神経精神科

8,788名

2，777

689

入 院

外来

学用入院

計

18,248名

15，858

7，265

4,454名

2，863

1.664

41，37］ 8,981 12，254

表四1901-05年の入院患者数．外来患者数推移(9月1－4日の延べ）

体
雅
弘
侃
糊
髄

６
６
６
３
７

ノ
ノ
ノ
ノ
ノ

名
肥
髄
師
岨

全
皿
６
５
６
８

７

うち内科

146名/135名

198/196

160/158

181/110

289/24(）

うち神経精神科

297名/118名

253/117

277/115

ワqq／7q
＝、〃uノUﾛノ

371/169

1901年

02

（)3

04

05

(入院／外来）

子
部
と
し
て
其
南
な
る
を
女
子
部
と
区
別
せ
し
も
後
に
男
子
の
遙
に
女

子
に
比
し
て
多
き
を
以
て
即
男
女
の
別
を
廃
し
て
疾
病
の
軽
重
に
よ
り

別
て
り
」
。
つ
ま
り
、
男
女
混
合
病
棟
の
方
式
を
と
っ
た
の
で
あ
る
。
こ

れ
は
現
在
の
精
神
科
病
院
で
も
少
数
の
病
院
で
部
分
的
に
（
あ
る
い
は
試

験
的
に
）
採
用
し
て
い
る
だ
け
の
も
の
で
あ
る
・
沈
静
室
の
内
面
に
は
「
ド

ー
グ
ル
ス
」
を
は
っ
て
、
患
者
が
興
奮
し
て
首
肢
を
ぶ
つ
け
て
も
怪
我

し
な
い
よ
う
に
し
た
。
こ
の
「
ド
ー
グ
ル
ス
」
が
ど
う
い
う
も
の
か
不

明
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
療
病
院
教
師
ョ
ン
ケ
ル
の
説
に
よ
っ
て
内
面
に

エ
ラ
ス
チ
カ
ゴ
ム
を
は
っ
た
か
つ
て
の
京
都
礒
狂
院
護
体
室
に
な
ら
っ

た
も
の
で
あ
ろ
う
。

新
病
室
看
病
人
お
よ
び
同
室
看
病
婦
に
た
い
す
る
「
看
護
人
心
得
概

略
」
が
一
八
九
九
年
二
月
二
四
日
に
府
立
療
病
院
長
猪
子
の
名
で
訓
示

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
「
百
年
史
』
に
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
「
仮
令
患
者
狂

躁
暴
行
ヲ
為
シ
又
ハ
看
護
人
ヲ
念
怒
苦
噴
ス
ル
コ
ト
ア
ル
モ
決
シ
テ
患

者
ヲ
罵
言
悪
口
シ
或
ハ
苛
酷
二
取
扱
う
勿
レ
此
際
ニ
ア
リ
テ
ハ
自
身
ヲ

患
者
ト
ナ
リ
若
シ
人
二
看
護
セ
ラ
ル
塾
ナ
ラ
バ
如
何
卜
追
考
シ
必
ズ
親

切
ヲ
尽
シ
、
患
者
ノ
心
痛
ヲ
為
サ
ザ
ル
様
勉
ム
ベ
シ
」
な
ど
と
訓
示
す

る
そ
の
心
は
島
邨
の
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。
さ
ら
に
助
教
諭
佐
々
木
恒

一
（
一
九
二
’
一
九
一
二
年
と
教
諭
）
が
一
九
一
○
年
四
月
四
日
の
第
三
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回
日
本
医
学
会
第
一
（

日
本
医
学
会
・
大
阪
、

ベ
シ
」
と
あ
る
が
、
一

げ
て
い
る
、
と
あ
る
《

島
邨
が
精
神
科
治
療
の
考
え
方
を
直
接
に
の
べ
て
い
る
論
文
は
み
い
だ
せ
な
か
っ
た
。
だ
が
、
す
で
に
の
べ
た
よ
う
に
島
邨
は
、
ヒ
ォ
ス

チ
ン
の
効
用
に
つ
い
て
の
論
文
お
よ
び
薬
物
に
つ
い
て
の
お
お
く
の
論
文
抄
録
を
か
い
て
い
る
。
鎮
静
剤
に
つ
い
て
か
な
り
の
経
験
を
か
さ

ね
て
い
た
こ
と
だ
ろ
う
。
ま
た
、
の
ち
に
み
る
よ
う
に
、
そ
の
精
神
病
学
講
義
で
は
、
「
職
業
」
（
作
業
治
療
）
が
強
調
さ
れ
、
精
神
疾
患
で
も

か
る
い
患
者
は
一
般
病
室
で
治
療
す
る
こ
と
も
か
ん
が
え
ら
れ
る
、
と
の
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
い
う
点
か
ら
島
邨
は
、
戦
前
の
精
神
病
学

専
門
の
教
授
・
教
諭
に
は
め
ず
ら
し
い
ほ
ど
に
治
療
的
方
向
づ
け
を
も
っ
た
人
だ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。

一
八
九
七
年
九
月
の
京
都
府
医
学
校
規
則
（
『
八
十
年
史
』
）
を
み
る
と
、
修
学
年
限
四
年
の
な
か
で
、
第
三
年
級
で
神
経
病
学
一
年
間
毎
週

二
時
、
第
四
年
級
で
神
経
病
学
前
期
毎
週
一
時
、
神
経
病
科
外
来
及
入
院
患
者
臨
床
講
義
後
期
精
神
病
学
前
期
毎
週
三
時
、
精
神
病
学
入

院
患
者
臨
床
講
義
前
後
期
、
法
医
学
後
期
毎
週
三
時
、
と
な
っ
て
い
る
。
一
九
○
○
年
卒
業
の
今
川
鼎
は
「
追
憶
」
（
『
八
十
年
史
』
）
で
、
「
島

村
先
生
は
剛
柔
調
和
が
と
れ
て
生
徒
を
そ
ら
さ
ぬ
、
さ
す
が
に
神
経
科
で
は
東
に
呉
秀
三
、
西
に
島
村
俊
一
、
当
時
我
国
斯
界
の
双
壁
で
、

本
学
動
揺
の
際
能
く
善
処
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
校
内
鴨
堤
の
一
部
に
精
神
病
院
の
創
設
さ
れ
た
の
も
当
時
で
あ
る
」
と
の
べ
て
い
る
。

島
邨
門
下
の
お
も
な
人
を
ひ
ろ
っ
て
お
こ
う
。
一
八
九
三
年
卒
業
の
朝
井
元
章
は
広
島
県
の
出
身
、
お
そ
ら
く
最
初
の
助
手
で
あ
っ
た
ろ

う
。
の
ち
助
教
諭
に
な
り
、
神
経
病
学
の
講
義
は
朝
井
が
一
部
分
を
分
担
し
て
い
た
。
一
九
○
一
年
四
月
か
ら
一
九
○
二
年
七
月
ま
で
教
諭

と
し
て
神
経
病
学
、
電
気
治
療
学
を
担
当
し
て
い
た
。
の
ち
京
都
市
内
に
神
経
科
を
開
業
な
ど
し
て
い
た
が
、
一
九
○
八
年
死
去
。
一
八
九

五
年
卒
業
の
池
田
茂
は
の
ち
船
岡
病
院
（
精
神
科
）
院
長
と
な
っ
た
。
一
八
九
九
年
卒
業
の
川
越
直
三
郎
は
私
立
京
都
癩
狂
院
（
府
立
の
京
都

噸
狂
院
が
移
管
さ
れ
た
）
の
院
長
と
な
り
、
川
越
病
院
と
し
て
発
展
さ
せ
た
。
お
な
じ
く
土
屋
榮
吉
は
岩
倉
病
院
（
精
神
科
）
の
院
長
と
し
て
、

○
分
科
会
（
神
経
病
学
・
精
神
病
学
）
で
報
告
し
た
「
精
神
病
者
ノ
看
護
法
一
一
就
テ
」
（
『
第
三
回
日
本
書
學
會
誌
』
第
三
回

一
九
二
年
）
に
は
、
京
都
府
の
私
立
精
神
病
院
取
締
規
則
に
は
「
看
護
人
ハ
男
病
室
二
男
子
、
女
病
室
二
女
子
ヲ
附
ス

島
邨
博
士
の
経
営
す
る
精
神
病
室
で
は
、
一
部
分
の
男
子
病
者
を
女
子
看
護
人
に
依
托
し
て
治
療
上
可
良
の
成
績
を
あ

（77）615



（
七
）

京
都
府
の
精
神
科
医
療
な
ら
び
に
医
政
一
般
に
お
お
き
く
貢
献
し
た
。
一
九
○
一
年
卒
業
の
佐
々
木
恒
一
に
つ
い
て
は
前
記
。
一
九
○
三
年

卒
業
の
野
田
浦
弼
は
佐
々
木
の
あ
と
を
つ
い
で
、
一
九
一
二
’
一
九
二
六
年
と
第
三
代
の
神
経
精
神
科
教
授
と
な
っ
た
。
一
九
二
年
卒
業

の
久
保
星
二
郎
は
一
九
二
六
’
一
九
五
一
年
と
第
四
代
の
神
経
精
神
科
教
授
と
な
っ
た
。
島
邨
が
の
ち
に
校
長
・
院
長
を
辞
職
す
る
と
と
も

に
療
病
院
の
神
経
精
神
科
は
ふ
る
わ
な
く
な
っ
た
（
冒
年
史
」
）
が
、
そ
れ
は
一
つ
に
は
島
邨
門
下
に
よ
る
川
越
病
院
、
船
岡
病
院
、
岩
倉
病

院
な
ど
が
の
び
て
い
っ
た
か
ら
で
も
あ
っ
た
。

つ
ぎ
に
京
都
に
お
け
る
島
邨
の
主
要
な
研
究
業
績
を
み
て
お
こ
う
。
癩
性
僥
骨
神
経
麻
痒
（
池
田
廉
三
郎
と
と
も
に
、
一
九
○
三
年
）
、
片
山

病
に
よ
る
脳
栓
塞
お
よ
び
ジ
ャ
ク
ソ
ン
癩
病
（
角
田
隆
と
共
著
、
一
九
○
五
年
）
、
脳
髄
ヂ
ス
ト
マ
病
（
角
田
と
共
著
、
一
九
○
七
年
）
、
進
行
性
延

髄
麻
痒
の
病
理
解
剖
例
（
角
田
と
共
著
、
一
九
○
七
年
）
が
あ
り
、
そ
の
ほ
か
に
い
く
つ
か
の
精
神
鑑
定
例
が
あ
る
。
つ
ま
り
京
都
で
の
研
究

は
病
理
解
剖
学
的
な
も
の
が
主
で
あ
っ
た
。
池
田
は
外
科
担
当
の
教
諭
で
あ
っ
た
。
角
田
は
一
八
九
五
年
に
医
学
校
を
卒
業
し
、
一
八
九
八

年
に
内
科
か
ら
独
立
し
た
病
理
学
教
室
を
設
立
し
、
の
ち
に
学
長
に
も
な
っ
た
。
角
田
の
学
位
論
文
は
や
は
り
日
本
住
血
吸
虫
病
に
関
す
る

も
の
で
あ
っ
た
。
当
時
京
都
帝
国
大
学
京
都
医
科
大
学
病
理
学
教
室
で
は
藤
浪
鑑
が
精
力
的
に
片
山
病
（
日
本
住
血
吸
虫
病
）
に
つ
い
て
研
究

し
て
お
り
、
島
邨
ら
の
研
究
は
藤
浪
と
の
協
力
の
な
か
で
す
す
め
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
。

島
邨
は
一
九
○
六
年
八
月
九
日
に
京
都
帝
国
大
学
京
都
医
科
大
学
か
ら
医
学
博
士
の
学
位
を
う
け
た
。
こ
れ
は
当
痔
の
京
都
府
立
一
矢
一
学
專

図1906年の島邨)1

匡
大
学
京
都
医
科
大
学
か
ら
医
学
博
士
の
学
位
を
う
け
た
。
こ
れ
は
当
時
の
京
都
府
立
医
学
専

門
学
校
関
係
者
と
し
て
は
最
初
の
も
の
で
あ
っ
た
。
学
位
論
文
と
な
っ
た
の
は
、
ド
イ
ツ
で
か

い
た
二
論
文
、
一
九
○
五
年
の
片
山
病
に
関
す
る
論
文
お
よ
び
「
広
汎
性
硬
皮
症
の
病
理
追
加
」

（
邦
文
）
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
最
後
の
論
文
の
原
物
は
さ
が
し
だ
せ
な
か
っ
た
の
で
、
一
九
○

六
年
八
月
九
日
の
冒
報
」
に
の
っ
た
そ
の
要
旨
を
あ
げ
て
お
こ
う
、
Ｉ
「
本
論
文
ハ
病
原

及
上
病
理
ノ
不
明
ナ
ル
硬
皮
症
ノ
ー
例
ヲ
挙
ケ
テ
詳
二
臨
床
的
観
察
ヲ
遂
ケ
死
後
之
ヲ
剖
検
シ

テ
各
臓
器
諸
組
織
二
就
テ
ー
々
解
剖
的
及
上
組
織
学
的
ノ
所
見
ヲ
記
述
セ
リ
右
ハ
本
病
ノ
研
究
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さ
て
、
わ
た
し
が
み
た
範
囲
で
島
邨
に
よ
る
最
後
の
論
文
は
一
九
○
七
年
の
も
の
で
あ
る
。
ま
た
島
邨
は
一
九
○
八
年
四
月
四
日
の
第
七

回
日
本
神
経
学
会
で
「
庫
病
の
治
療
」
の
宿
題
報
告
を
す
る
予
定
だ
っ
た
が
、
病
気
欠
席
し
て
い
る
。
こ
の
と
き
は
癩
病
に
つ
い
て
い
く
つ

か
の
宿
題
報
告
が
予
定
さ
れ
て
い
た
が
、
島
邨
が
治
療
面
を
担
当
し
て
い
た
こ
と
は
注
目
し
て
お
い
て
よ
い
・

京
都
府
立
医
学
校
長
と
し
て
の
島
邨
の
活
動
を
し
る
す
こ
と
は
本
稿
の
主
題
で
は
な
い
。
と
い
っ
て
も
、
こ
の
活
動
が
島
邨
の
後
半
生
の

三
分
の
二
を
し
め
て
い
る
の
で
、
「
八
十
年
史
」
、
「
百
年
史
」
に
よ
っ
て
そ
れ
に
簡
単
に
ふ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

一
八
九
五
年
に
東
京
外
に
帝
国
大
学
を
設
置
し
よ
う
と
の
動
き
が
で
た
の
に
た
い
し
、
一
八
九
五
年
一
二
月
京
都
府
会
は
医
科
大
学
設
置

の
た
め
療
病
院
、
医
学
校
を
政
府
に
寄
贈
し
て
よ
い
と
の
建
議
書
を
内
務
大
臣
に
提
出
し
た
。
だ
が
明
治
政
府
は
医
科
大
学
は
く
つ
に
開
設

す
る
方
針
で
、
一
八
九
八
年
四
月
に
は
猪
子
（
京
都
府
医
学
校
長
）
、
三
宅
秀
（
元
帝
国
大
学
医
科
大
学
学
長
）
、
坪
井
次
郎
（
帝
国
大
学
医
科
大
学

助
教
授
）
お
よ
び
久
留
正
直
（
文
部
技
師
）
が
京
都
帝
国
大
学
医
科
大
学
設
計
委
員
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
同
一
○
月
淺
山
教
諭
（
眼
科
）
が
、
京
都

帝
国
大
学
へ
う
つ
る
予
定
で
文
部
省
留
学
生
と
な
っ
て
休
職
。
一
八
九
九
年
に
は
い
る
と
、
平
井
教
諭
（
内
科
・
小
児
科
）
が
京
都
帝
国
大
学

へ
転
出
の
た
め
退
職
。
一
八
九
九
年
七
月
三
日
に
は
京
都
帝
国
大
学
医
科
大
学
に
お
く
べ
き
講
座
が
勅
令
で
さ
だ
め
ら
れ
、
九
月
か
ら
医
科

大
学
は
八
講
座
で
開
始
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
（
京
都
帝
国
大
学
医
科
大
学
は
の
ち
、
一
九
○
三
年
三
月
の
京
都
帝
国
大
学
福
岡
医
科
大
学
の
設
置

に
よ
り
、
京
都
帝
国
大
学
京
都
医
科
大
学
と
改
称
さ
れ
た
）
。
七
月
猪
木
校
長
（
外
科
）
が
京
都
帝
国
大
学
医
科
大
学
に
転
出
し
て
、
加
門
教
諭
が

校
長
事
務
取
り
扱
い
に
な
り
（
九
月
よ
り
校
長
）
、
八
月
に
は
笠
原
教
諭
（
内
科
）
が
お
な
じ
く
転
出
、
九
月
に
島
邨
は
療
病
院
副
院
長
と
な
る
。

二
月
京
都
帝
国
大
学
医
科
大
学
附
属
医
院
が
開
設
さ
れ
た
。

一
九
○
○
年
に
な
る
と
、
五
月
に
加
門
（
解
剖
学
）
が
京
都
帝
国
大
学
医
科
大
学
へ
転
出
し
、
島
邨
が
校
長
に
な
っ
た
。
一
八
九
四
年
島
邨

の
着
任
時
医
学
士
は
六
名
い
た
が
、
そ
の
う
ち
富
永
兼
業
（
生
理
学
・
衛
生
学
）
は
一
八
七
九
年
に
や
め
て
お
り
、
高
山
（
産
婦
人
科
）
が
一
八

九
五
年
就
職
。
そ
し
て
淺
山
、
猪
子
、
平
井
、
笠
原
、
加
門
が
京
都
帝
国
大
学
医
科
大
学
に
ひ
き
ぬ
か
れ
て
、
の
こ
る
医
学
士
は
島
邨
、
高

エ
有
益
ナ
ル
論
文
タ
ル
ヲ
信
ス
」
。
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山
の
二
名
だ
け
に
な
っ
た
。
当
時
三
名
を
こ
す
医
学
士
の
い
る
医
学
校
の
卒
業
生
は
無
試
験
開
業
が
で
き
た
。
い
そ
い
で
医
学
士
教
諭
を
補

充
で
き
な
い
と
、
医
学
校
の
廃
止
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
事
態
で
あ
っ
た
。
島
邨
に
も
引
き
抜
き
の
手
が
の
び
た
ら
し
い
が
、
島
邨
は
ふ
み

と
ど
ま
り
、
学
校
存
続
の
た
め
に
、
ま
さ
に
命
を
か
け
た
努
力
を
し
た
。
島
邨
に
そ
の
道
を
え
ら
ば
せ
た
も
の
が
な
ん
で
あ
っ
た
か
は
わ
か

ら
な
い
。
島
邨
の
ま
え
に
校
長
と
し
て
長
年
お
お
い
に
尽
力
し
て
き
た
猪
子
が
京
都
帝
国
大
学
に
さ
っ
た
の
は
、
京
都
府
医
学
校
は
府
立
療

病
院
の
い
わ
ば
付
属
的
存
在
に
す
ぎ
な
く
、
教
諭
の
公
費
留
学
の
制
度
も
な
い
な
ど
の
実
情
に
愛
想
を
っ
か
し
た
も
の
ら
し
い
二
百
年
史
」
）
。

島
邨
は
ま
ず
、
一
八
八
一
’
一
八
八
三
年
と
療
病
院
医
学
校
教
諭
で
当
時
京
都
市
内
で
開
業
し
て
い
た
新
宮
凉
亭
（
内
科
、
一
八
八
一
年
東

京
大
学
医
学
部
卒
業
）
を
一
九
○
○
年
六
月
に
よ
び
も
ど
し
た
が
、
新
宮
は
間
も
な
く
や
め
た
。
九
月
に
は
京
都
市
立
日
吉
病
院
長
だ
っ
た
工

藤
（
内
科
）
を
教
諭
に
む
か
え
、
三
名
の
医
学
士
は
確
保
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
事
態
の
な
か
で
府
会
で
も
医
学
校
の
存
廃
が
問
題
に
な
っ
た

が
、
同
年
一
二
月
一
票
の
差
で
存
続
が
決
定
さ
れ
た
。
一
九
○
一
年
末
の
京
都
府
立
医
学
校
教
諭
表
（
「
百
年
史
』
）
で
は
、
島
邨
は
内
科
理
論

及
実
験
も
担
当
し
て
い
る
。
当
時
の
人
材
不
足
を
し
め
す
も
の
で
あ
る
。
一
九
○
一
年
に
は
永
井
（
生
理
学
）
が
、
一
九
○
二
年
に
は
望
月
（
内

科
）
、
伊
藤
（
眼
科
）
、
池
田
（
外
科
）
が
教
諭
に
任
ぜ
ら
れ
て
、
医
学
士
教
諭
は
計
七
名
と
な
り
、
医
学
士
問
題
は
解
決
し
、
医
学
校
の
基
盤

は
か
た
ま
っ
た
。
な
お
校
名
は
一
九
○
一
年
九
月
に
京
都
府
立
医
学
校
と
改
称
さ
れ
た
。

島
邨
は
一
九
○
三
年
五
月
に
療
病
院
院
長
を
兼
任
し
た
。
同
年
三
月
に
は
専
門
学
校
令
が
公
布
さ
れ
た
が
、
六
月
二
○
日
に
は
京
都
府
立

医
学
校
は
文
部
大
臣
の
認
可
を
え
て
京
都
府
立
医
学
専
門
学
校
と
改
称
し
、
療
病
院
も
ま
た
京
都
府
立
医
学
専
門
学
校
附
属
療
病
院
と
な
っ

て
、
学
校
の
優
位
性
も
確
立
さ
れ
た
（
な
お
、
教
諭
が
教
授
と
改
称
さ
れ
る
の
は
一
九
一
七
年
の
公
立
学
校
職
員
制
公
布
ま
で
ま
た
ね
ば
な
ら
鞍
か
つ

た
）
。
医
学
専
門
学
校
に
昇
格
し
た
の
に
と
も
な
い
施
設
の
拡
充
に
も
力
が
そ
そ
が
れ
た
（
一
九
一
四
年
二
月
に
は
一
○
か
年
継
続
の
校
舎
・
療

病
院
大
改
築
工
事
が
完
了
し
、
二
月
二
三
日
に
新
築
落
成
祝
賀
式
が
盛
大
に
お
こ
な
わ
れ
た
）
・
島
邨
は
廃
校
寸
前
ま
で
お
い
こ
ま
れ
た
医
学
校
を

さ
さ
え
き
り
、
そ
れ
を
医
学
専
門
学
校
に
昇
格
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
島
邨
が
同
校
の
中
興
の
祖
と
さ
れ
る
の
も
当
然
で
あ
る
。

い
っ
し
ょ
に
は
た
ら
い
て
い
た
の
に
京
都
帝
国
大
学
に
さ
っ
て
い
っ
た
同
窓
生
を
島
邨
は
ど
う
み
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
「
裏
切
り
者
Ｉ
・
」
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と
か
れ
ら
を
は
げ
し
く
に
く
ん
で
も
不
思
議
で
は
な
い
。
だ
が
、
か
れ
が
と
っ
た
の
は
和
解
・
協
同
の
道
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
京
都
医
学

会
は
一
八
八
六
年
に
療
病
院
内
に
結
成
さ
れ
て
、
一
八
八
八
年
一
月
に
『
京
都
書
學
會
雑
誌
』
を
創
刊
し
た
。
だ
が
、
京
都
帝
国
大
学
医
科

大
学
が
設
立
さ
れ
る
と
、
一
九
○
一
年
五
月
か
ら
休
会
状
態
と
な
り
、
雑
誌
も
七
月
の
号
を
も
っ
て
休
刊
と
な
っ
た
。
そ
し
て
一
九
○
三
年

三
月
に
は
京
都
医
学
会
の
解
散
が
決
議
さ
れ
た
。
そ
の
残
務
整
理
に
あ
た
っ
た
の
は
、
前
年
七
月
に
教
諭
を
退
職
し
て
い
た
朝
井
元
章
で
あ

る
。
あ
た
ら
し
い
京
都
医
学
会
は
京
都
医
科
大
学
内
に
設
立
さ
れ
て
一
九
○
三
年
三
月
二
八
日
に
そ
の
発
会
式
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
島
邨
は

一
○
名
の
理
事
の
一
人
と
な
っ
て
会
計
係
を
担
当
し
、
お
な
じ
く
朝
井
も
理
事
と
し
て
庶
務
部
を
担
当
し
て
い
た
。
島
邨
は
一
九
一
○
年
の

第
七
次
総
会
の
ま
え
ま
で
理
事
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
協
同
の
道
を
島
邨
に
と
ら
せ
た
の
は
、
京
都
医
科
大
学
に
い
る
同
窓
生
へ
の
友
情
だ

っ
た
か
、
そ
れ
と
も
大
局
的
に
京
都
の
医
学
を
振
興
さ
せ
よ
う
と
の
熱
意
だ
っ
た
か
、
そ
れ
は
う
か
が
い
し
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

対
ロ
シ
ア
戦
争
に
あ
た
っ
て
島
邨
は
一
九
○
五
年
一
○
月
、
教
諭
の
望
月
、
工
藤
と
と
も
に
毎
週
日
曜
大
阪
陸
軍
予
備
病
院
に
陸
軍
衛
生

箒
助
員
と
し
て
出
張
し
、
戦
傷
者
の
診
療
に
従
事
し
た
。
一
九
○
八
年
二
月
六
日
に
は
新
装
な
っ
た
医
学
校
講
堂
で
、
創
立
三
○
周
年
記

念
式
典
が
盛
大
に
お
こ
な
わ
れ
た
（
た
だ
し
、
こ
の
三
○
周
年
の
起
点
が
あ
い
ま
い
で
、
そ
の
の
ち
に
は
粟
田
口
冑
蓮
院
で
仮
療
病
院
の
開
院
式
が
お

こ
な
わ
れ
た
明
治
五
年
〔
一
八
七
二
年
〕
二
月
一
日
を
起
点
と
す
る
こ
と
に
な
る
）
。

島
邨
は
一
九
一
○
年
三
月
九
日
に
校
長
、
院
長
、
教
諭
を
辞
職
し
た
。
「
島
村
校
長
を
送
る
」
と
題
し
た
「
京
都
府
立
書
學
専
門
學
校
校
友

會
雑
誌
」
第
五
二
号
（
一
九
一
○
年
）
の
文
章
に
は
、
「
先
生
弦
両
三
年
遂
に
病
洞
の
禍
に
罹
り
病
状
一
進
一
退
意
の
如
く
な
ら
ず
、
校
長
の
繁

務
其
身
に
適
せ
ざ
る
を
知
り
、
冠
を
脱
し
て
辞
を
乞
は
る
」
と
あ
る
。
前
記
三
○
周
年
記
念
式
典
の
と
き
は
す
で
に
病
い
に
お
か
さ
れ
て
い

た
の
で
あ
る
。
神
経
精
神
科
学
担
当
の
教
諭
に
は
翌
年
五
月
に
助
教
諭
佐
々
木
が
昇
格
（
だ
が
佐
々
木
は
一
九
一
二
年
五
月
に
辞
職
し
、
助
教
諭

野
田
が
昇
格
）
。
校
長
・
院
長
は
望
月
が
つ
い
だ
。
だ
が
島
邨
は
病
褥
に
や
す
ん
ず
る
こ
と
を
ゆ
る
さ
れ
な
か
っ
た
。
辞
職
の
年
の
五
月
島
邨

は
学
校
講
師
、
附
属
療
病
院
長
顧
問
、
神
経
精
神
科
部
長
と
な
っ
て
い
る
。
佐
々
木
教
諭
、
野
田
教
諭
と
な
っ
て
も
部
長
は
島
邨
と
い
う
の

は
、
か
な
り
異
様
な
事
態
で
あ
る
。
島
邨
が
い
な
く
て
は
病
院
が
も
た
な
い
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
一
九
二
年
に
学
校
・
病
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院
を
見
学
し
た
岡
山
医
学
専
門
学
校
四
年
生
は
、
精
神
科
病
室
の
偉
大
な
る
こ
と
を
感
想
の
な
か
に
あ
げ
て
い
る
弓
八
十
年
史
』
）
・
島
邨
は
直

接
診
療
に
た
ず
さ
わ
る
体
力
は
な
く
出
勤
は
不
定
で
あ
っ
た
が
、
望
月
校
長
を
う
し
ろ
か
ら
さ
さ
え
、
ま
た
神
経
精
神
科
部
長
と
し
て
の
職

を
つ
づ
け
て
い
た
。
だ
が
、
一
九
一
六
年
一
二
月
二
八
日
に
講
師
、
顧
問
、
部
長
を
辞
し
た
（
副
部
長
に
な
っ
て
い
た
野
田
教
諭
が
神
経
精
神
科

部
長
を
つ
い
だ
）
。

翌
一
九
一
七
年
二
月
に
は
島
邨
医
学
博
士
表
頌
会
が
組
織
さ
れ
て
募
金
し
、
同
二
月
三
日
に
島
邨
先
生
寿
像
除
幕
式
が
お
こ
な
わ
れ

た
。
当
日
は
こ
う
夫
人
、
遊
喜
子
母
堂
、
実
母
中
村
花
子
刀
自
が
出
席
し
た
が
、
ご
本
人
は
発
熱
の
た
め
出
席
で
き
な
か
っ
た
（
こ
の
寿
像
は

い
ま
も
京
都
府
立
医
科
大
学
構
内
に
あ
る
）
。
島
邨
か
ら
学
校
へ
一
、
○
○
○
円
の
奨
学
資
金
な
ど
が
寄
付
さ
れ
た
。
京
都
府
立
医
学
專
門
学
校

は
一
九
一
二
年
一
○
月
一
九
日
の
文
部
省
告
示
第
四
七
一
号
を
も
っ
て
、
京
都
府
立
医
科
大
学
へ
の
昇
格
が
認
可
さ
れ
た
。
島
邨
は
そ
の
報

告
を
き
く
こ
と
が
で
き
た
。
島
邨
の
病
い
は
一
九
二
三
年
三
月
一
○
日
に
な
っ
て
急
に
っ
の
り
、
三
月
二
日
に
逝
去
し
た
。
満
六
一
歳
で

あ
る
。
葬
儀
は
三
月
一
二
日
に
黒
谷
本
坊
で
執
行
さ
れ
た
。
法
号
は
警
香
院
峰
譽
日
俊
居
士
で
あ
る
。
そ
の
お
墓
は
東
京
都
の
谷
中
霊
園
に

あ
り
、
京
都
市
の
黒
谷
西
翁
院
に
は
ご
位
牌
が
お
か
れ
て
い
る
。
翌
年
三
月
一
日
に
は
寿
像
前
広
場
で
の
一
周
忌
追
悼
会
に
つ
づ
い
て
、
別

会
場
で
追
弔
記
念
講
演
会
が
お
こ
な
わ
れ
た
。

島
邨
と
こ
う
夫
人
と
の
あ
い
だ
に
子
は
な
か
っ
た
。
そ
の
こ
う
夫
人
は
一
九
六
三
年
五
月
四
日
に
死
去
さ
れ
た
。
こ
う
夫
人
の
遺
言
に
、

旧
宅
を
処
分
し
、
そ
の
資
金
か
ら
京
都
府
立
医
科
大
学
神
経
精
神
医
学
教
室
に
寄
付
す
る
よ
う
に
と
の
一
項
が
あ
り
、
こ
の
島
邨
基
金
に
よ

っ
て
財
団
法
人
京
都
府
医
学
振
興
会
が
発
足
し
た
。
現
在
、
京
都
市
上
京
区
新
烏
丸
通
下
切
通
上
る
新
烏
丸
頭
町
の
旧
邸
跡
に
「
嶋
村
俊
一

邸
跡
」
の
記
念
碑
（
字
は
久
保
皇
二
郎
）
が
た
っ
て
い
る
。

す
で
に
の
べ
た
よ
う
に
、
島
邨
が
目
ざ
し
た
精
神
科
医
療
の
方
向
は
、
今
日
に
も
っ
て
き
て
も
そ
の
ま
ま
通
用
す
る
よ
う
な
、
時
代
に
す

三
、
そ
の
論
文
と
講
義
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２
、
ヒ
ョ
ス
チ
ン
功
用
実
験
。
東
医
、
第
二
巻
第
一
二
号
、
一
八
八
八
年
（
は
じ
め
一
八
八
八
年
一
○
月
二
日
東
京
医
学
会
例
会
で
報
告
）
。

ヒ
ョ
ス
チ
ン
の
実
験
に
つ
い
て
は
薬
物
学
教
室
助
手
猪
子
吉
人
の
協
力
を
え
た
。
ま
ず
カ
エ
ル
の
心
臓
に
つ
き
迷
走
神
経
麻
痒
作
用
を
た
し

か
め
た
。
余
の
実
験
で
は
ヒ
ョ
ス
チ
ン
の
瞳
孔
散
大
力
は
ア
ト
ロ
ピ
ン
よ
り
お
そ
く
、
そ
の
作
用
の
消
散
は
は
や
い
。
躁
狂
の
患
者
六
名
に

ヒ
ョ
ス
チ
ン
を
皮
下
注
射
し
て
（
一
人
で
は
内
服
も
）
、
鎮
静
・
熟
眠
が
確
実
に
え
ら
れ
た
（
猪
子
に
よ
る
追
加
が
あ
る
）
。

３
、
情
欲
抑
圧
ノ
精
神
並
神
経
系
二
及
ボ
ス
関
係
。
中
外
、
第
二
○
八
号
、
一
八
八
八
年
。
情
欲
抑
圧
は
神
経
・
精
神
的
健
康
に
害
を
あ

た
え
る
か
、
あ
た
え
る
と
す
れ
ば
ど
ん
な
病
状
と
な
る
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
諸
説
が
あ
る
が
、
要
す
る
に
「
常
人
二
向
テ
ハ
抑
圧
ハ
敢
テ

神
経
並
二
精
神
的
作
用
二
向
テ
著
シ
キ
害
ヲ
及
ホ
ス
者
ニ
ア
ラ
ス
」
。

４
、
大
脳
右
半
球
ノ
局
部
脳
実
質
脳
膜
炎
ニ
ジ
ャ
ク
ソ
ン
氏
癩
墹
ヲ
誘
発
セ
ル
実
験
（
榊
俶
と
の
連
名
）
・
東
医
、
第
三
巻
第
六
号
・
第
八
号
．

第
一
四
号
、
一
八
八
九
年
（
は
じ
め
一
八
八
九
年
二
月
一
四
日
東
京
医
学
会
例
会
で
報
告
）
。
は
じ
め
二
八
歳
で
左
顔
面
、
左
上
下
肢
に
痙
堂
を
き

た
し
、
発
作
間
に
精
神
遅
鈍
、
左
上
肢
麻
痒
、
と
き
に
左
下
肢
の
麻
痒
も
呈
し
た
例
。
三
四
歳
で
死
亡
し
三
浦
守
治
に
よ
り
解
剖
、
大
脳
右

半
球
の
局
部
実
質
炎
、
該
部
の
慢
性
硬
膜
炎
、
軟
脳
膜
炎
な
ど
が
み
ら
れ
た
。
生
前
は
病
巣
は
局
部
的
と
予
想
さ
れ
た
の
に
、
右
前
頭
葉
の

下
後
部
、
右
頭
頂
葉
の
下
部
、
右
側
頭
葉
の
上
部
に
ひ
ろ
が
っ
て
い
た
。

こ
し
先
行
し
す
ぎ
た
も
の
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
（
「
総
合
病
院
精
神
医
学
」
と
い
わ
れ
る
も
の
に
、
島
邨
の
方
向
は
ち
か
い
の
か
も
し
れ
な
い
）
。

こ
れ
か
ら
は
島
邨
の
論
文
に
よ
っ
て
そ
の
研
究
業
績
を
概
観
し
、
精
神
病
学
講
義
の
内
容
に
ふ
れ
て
お
き
た
い
。
他
人
の
論
文
の
抄
録
な
ど

を
の
ぞ
く
論
文
に
通
し
番
号
を
つ
け
て
お
く
。
ま
た
『
東
京
醤
學
會
雑
誌
」
は
「
東
医
」
、
「
中
外
書
事
新
報
』
は
「
中
外
」
、
『
京
都
書
學
會

雑
誌
」
は
「
京
医
会
」
、
「
京
都
筈
學
雑
誌
一
は
「
京
医
」
と
略
記
す
る
。

１
、
回
帰
狂
実
験
。
東
医
、
第
二
巻
第
七
号
・
第
八
号
、
一
八
八
八
年
（
は
じ
め
一
八
八
八
年
三
月
八
日
の
東
京
医
学
会
例
会
で
報
告
）
。
回
帰

狂
と
は
躁
狂
発
作
と
鍔
狂
発
作
と
の
交
代
性
に
出
現
す
る
珍
奇
な
精
神
病
で
あ
る
。
余
が
実
験
せ
る
一
八
歳
女
お
よ
び
一
八
歳
男
の
例
を
あ

げ
る
。
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５
、
水
銀
中
毒
二
因
ス
ル
精
神
症
状
。
東
医
、
第
三
巻
第
一
七
号
・
第
二
○
号
、
一
八
八
九
年
（
は
じ
め
一
八
八
九
年
六
月
一
三
日
東
京
医
学

会
例
会
で
報
告
）
。
患
者
は
二
四
歳
の
鏡
職
で
、
頭
痛
・
腹
痛
・
振
戦
・
歯
肉
廩
燗
に
く
わ
え
て
精
神
変
調
を
き
た
し
た
。
全
身
の
振
戦
、
狂
躁

状
、
幻
視
あ
り
。
ヒ
ョ
ス
チ
ン
皮
下
注
で
沈
静
（
振
戦
も
へ
る
）
。
し
か
し
三
週
間
で
退
院
し
た
の
で
精
神
症
状
、
振
戦
の
転
帰
は
た
し
か
め
ら

れ
な
か
っ
た
。
患
者
の
尿
中
に
水
銀
を
証
明
で
き
た
。

６
、
抜
設
土
布
氏
病
卜
精
神
病
二
就
テ
。
中
外
、
第
二
三
六
’
二
三
八
号
、
第
二
四
○
号
、
一
八
九
○
年
。
第
一
患
者
は
二
一
歳
の
と
き

バ
セ
ド
ウ
病
に
な
っ
て
一
旦
治
癒
し
、
現
在
二
四
歳
の
女
で
入
院
時
鎮
鯵
状
、
つ
づ
い
て
興
奮
状
に
な
っ
た
が
、
全
治
退
院
。
第
二
患
者
は

一
六
歳
に
は
じ
ま
っ
た
時
発
性
躁
狂
の
女
で
、
バ
セ
ド
ウ
病
を
合
併
し
て
い
た
。
巣
鴨
病
院
に
入
院
し
た
男
の
躁
狂
患
者
で
バ
セ
ド
ウ
病
を

合
併
し
た
も
の
は
ま
だ
み
て
い
な
い
。

７
、
心
臓
病
卜
精
神
病
一
一
就
テ
（
脊
椎
崎
形
患
者
ノ
心
臓
右
室
拡
張
肥
太
一
一
誘
因
セ
シ
精
神
病
ノ
「
カ
ヅ
ィ
ス
チ
ッ
ク
」
）
。
東
医
、
第
四
巻
第
一

二
号
・
第
一
四
号
、
一
八
九
○
年
（
は
じ
め
一
八
九
○
年
六
月
二
一
日
東
京
医
学
会
例
会
で
報
告
）
。
言
一
歳
よ
り
高
度
の
脊
髄
弩
曲
あ
る
男
で
、

一
七
歳
に
は
じ
ま
っ
た
躁
狂
状
興
奮
症
で
入
院
、
脚
気
を
合
併
し
て
死
亡
。
解
剖
で
心
臓
は
代
償
性
右
室
拡
張
肥
大
で
あ
っ
た
。
お
そ
ら
く

そ
の
た
め
神
経
中
枢
部
に
血
行
異
常
あ
り
、
脳
の
慢
性
静
脈
充
血
を
き
た
し
て
い
た
も
の
だ
ろ
う
。
巣
鴨
病
院
に
お
け
る
患
者
調
査
で
は
、

心
臓
病
を
合
併
せ
る
者
一
五
、
合
併
せ
ざ
る
者
一
七
で
、
心
臓
拡
張
肥
大
症
が
九
名
で
あ
っ
た
。

８
、
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ッ
ア
」
二
因
テ
精
神
病
ノ
治
癒
セ
シ
実
験
（
精
神
病
二
作
用
す
る
熱
性
病
ノ
追
加
）
。
東
医
、
第
四
巻
第
一
三
号
・
第
二

三
号
、
一
八
九
○
年
（
は
じ
め
一
八
九
○
年
九
月
二
五
日
東
京
医
学
会
例
会
で
報
告
）
・
精
神
病
に
作
用
す
る
熱
性
病
に
は
一
二
種
の
も
の
が
あ
り
、

こ
れ
に
つ
い
て
は
三
田
の
詳
細
な
記
述
が
あ
る
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
精
神
病
の
一
誘
因
た
る
こ
と
は
榊
教
授
が
演
説
し
た
。
巣
鴨
病
院
で

は
今
回
四
月
一
七
日
よ
り
六
月
下
旬
ま
で
に
患
者
二
五
名
（
躁
狂
九
、
錯
迷
狂
五
、
続
発
痴
狂
三
、
ヒ
ス
テ
リ
狂
一
、
癩
病
狂
一
、
菅
狂
〔
？
〕
一
、

道
徳
狂
一
、
白
痴
三
、
ヒ
ポ
コ
ン
デ
ル
狂
一
）
が
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
っ
た
。
う
ち
躁
狂
患
者
一
名
が
全
治
し
、
ヒ
ス
テ
リ
狂
患
者
一
名
が

軽
快
し
た
。
全
治
し
た
幻
覚
性
錯
迷
狂
患
者
（
男
）
で
は
下
熱
に
と
も
な
い
軽
快
、
つ
い
で
全
治
に
い
た
っ
た
。
熱
の
作
用
に
よ
る
か
。
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恥
、
島
根
県
下
狐
瀝
病
取
調
報
告
。
束
医
、
第
六
巻
第
一
六
号
・
第
一
七
号
・
第
二
一
号
・
第
二
二
号
・
第
二
四
号
、
一
八
九
二
年
、
同
、

第
七
巻
第
三
号
・
第
五
号
・
第
九
号
、
一
八
九
三
年
。
こ
の
論
文
に
つ
い
て
は
わ
た
し
の
「
狐
想
き
研
究
史
Ｉ
明
治
時
代
を
中
心
に
Ｉ
」

（
「
日
本
書
史
學
雑
誌
』
、
第
二
九
巻
第
四
号
、
一
九
八
三
年
）
に
く
わ
し
く
紹
介
し
た
の
で
、
要
点
だ
け
し
る
す
。
島
邨
が
現
地
で
実
際
に
み
た

の
は
人
狐
瀝
き
二
九
名
、
犬
神
瀝
き
（
外
道
橇
き
）
二
名
、
狸
掻
き
一
名
、
野
狐
想
き
二
名
の
計
三
四
名
（
男
一
三
、
女
一
二
）
。
診
断
と
し
て

は
錯
迷
狂
四
、
躁
狂
四
、
ヒ
ス
テ
リ
ー
狂
お
よ
び
ヒ
ス
テ
リ
ー
一
五
、
酒
精
中
毒
症
三
、
続
発
痴
狂
一
、
老
人
痴
狂
一
、
マ
ラ
リ
ヤ
お
よ
び

チ
フ
ス
三
、
関
節
炎
一
、
肺
癖
一
、
卵
巣
の
う
腫
一
で
あ
っ
た
。
こ
の
論
文
は
戦
前
・
戦
後
を
通
じ
て
憲
き
物
の
精
神
医
学
的
研
究
で
は
最

高
の
論
文
で
あ
る
の
に
、
ほ
と
ん
ど
評
価
さ
れ
て
い
な
い
（
無
視
さ
れ
て
い
る
）
こ
と
は
の
ち
に
も
の
べ
る
。
ま
た
、
こ
れ
は
学
位
論
文
の
第

一
に
い
れ
て
よ
か
っ
た
と
お
も
う
が
、
ド
イ
ツ
で
か
い
た
論
文
を
主
論
文
に
す
る
と
い
う
慣
行
に
島
邨
も
し
た
が
っ
た
の
で
あ
る
。

つ
ぎ
に
、
留
学
前
に
島
邨
が
つ
く
っ
た
論
文
抄
録
（
紹
介
）
の
題
名
を
あ
げ
て
お
く
（
掲
載
は
い
ず
れ
も
「
東
医
」
誌
）
。
「
ジ
ャ
ク
ソ
ン
氏
庫

澗
及
精
神
病
」
（
第
二
巻
第
九
号
）
、
「
新
催
眠
薬
『
ア
ミ
ー
レ
ン
ヒ
ド
ラ
ー
ト
」
（
同
）
、
「
精
神
病
者
ノ
蛋
白
尿
」
（
第
二
巻
第
九
号
）
、
「
『
ア
ミ
ー

レ
ン
ヒ
ド
ラ
ー
ト
』
ノ
催
眠
作
用
」
（
同
）
、
「
ア
ン
チ
ピ
リ
ン
ノ
催
眠
作
用
」
（
第
二
巻
第
一
五
号
）
、
「
体
質
肥
満
（
脂
肪
）
ノ
精
神
病
一
一
及
ホ
ス

作
用
」
（
同
）
、
「
酒
客
譜
妄
症
二
雄
ケ
ル
「
メ
チ
ラ
ー
ル
」
ノ
皮
下
注
射
」
（
同
）
、
「
精
神
病
卜
腎
臓
病
」
（
第
二
巻
第
一
六
号
）
、
「
精
神
病
者
ノ

脳
重
量
」
（
第
二
巻
第
一
七
号
）
、
「
精
神
障
害
二
合
併
セ
ル
糖
尿
病
」
（
第
二
巻
第
一
八
号
）
、
「
ア
ル
コ
ー
ル
乱
用
ノ
結
果
」
（
第
二
巻
第
二
○
号
）
、

「
精
神
病
伝
染
」
（
第
二
巻
第
二
一
号
）
、
ヨ
コ
カ
イ
ン
」
ノ
精
神
病
二
舵
ケ
ル
功
用
」
（
第
二
巻
第
二
三
号
）
、
ヨ
サ
リ
チ
ー
ル
」
酸
二
因
ス
ル
精

神
的
疾
患
」
（
同
）
、
「
含
水
コ
ロ
ラ
ー
ル
ニ
因
ス
ル
麻
痘
狂
患
者
ノ
吐
血
」
（
第
二
巻
第
二
四
号
）
（
こ
こ
ま
で
一
八
八
八
年
）
、
「
ラ
カ
イ
ン
」
中

毒
二
因
ス
ル
精
神
変
常
」
（
第
三
巻
第
三
号
）
、
「
「
ア
ン
チ
ピ
リ
こ
中
毒
症
状
附
之
二
因
ス
ル
精
神
変
常
」
（
第
三
巻
第
四
号
）
、
ヨ
ヒ
ョ
ス
チ
ン
」

９
、
抜
設
土
布
氏
病
卜
精
神
病
二
就
テ
。
中
外
、
第
二
六
八
’
二
七
一
号
、
一
八
九
一
年
。
今
回
報
告
す
る
の
は
男
の
聾
唖
者
で
、
三
七

歳
で
誇
大
妄
想
を
有
す
る
躁
狂
状
興
奮
状
を
呈
し
、
パ
セ
ド
ウ
病
が
あ
っ
た
。
男
の
バ
セ
ド
ウ
病
患
者
も
精
神
病
を
合
併
す
る
こ
と
が
あ
る

の
で
あ
る
。
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当
時
帝
国
大
学
医
科
大
学
精
神
病
学
教
室
で
は
榊
教
授
が
「
精
神
病
患
者
書
類
集
」
を
「
東
京
書
學
會
雑
誌
』
に
連
載
し
て
い
た
。
そ
れ

は
「
榊
俶
報
」
と
し
て
教
室
員
の
「
記
」
と
な
っ
て
い
る
。
第
七
例
（
錯
迷
狂
の
男
）
と
第
八
例
（
固
定
妄
想
を
有
す
る
進
行
性
麻
痒
狂
の
男
）

だ
け
は
、
榊
・
島
邨
報
、
榊
記
で
あ
る
（
第
三
巻
第
二
号
）
。
あ
と
「
（
島
村
俊
一
記
）
」
と
な
っ
て
い
る
も
の
を
あ
げ
る
と
、
第
一
六
例
（
大
妄

想
の
男
、
第
三
巻
第
八
号
）
、
第
一
八
例
（
「
パ
ッ
シ
ー
フ
」
諺
狂
の
男
、
第
三
巻
第
九
号
）
、
第
一
九
例
（
大
妄
想
お
よ
び
被
害
妄
想
を
呈
し
た
進
行
性

麻
痒
狂
初
期
の
男
、
第
三
巻
第
一
○
号
）
、
第
二
○
例
（
「
ヒ
ポ
コ
ン
デ
ル
」
性
鯵
憂
狂
の
男
、
第
三
巻
第
一
二
号
）
、
第
二
四
例
（
大
妄
想
を
有
す
る
慢

性
錯
迷
狂
の
男
、
有
名
な
る
蘆
原
将
軍
、
第
三
巻
第
一
五
号
）
、
第
二
五
例
（
大
妄
想
を
あ
ら
わ
し
た
進
行
性
麻
痒
狂
初
期
の
男
、
第
三
巻
第
一
六
号
）
、

第
二
六
例
（
幻
像
を
有
す
る
錯
迷
狂
の
男
、
第
三
巻
第
二
○
号
）
、
第
二
八
例
（
被
害
妄
想
を
有
す
る
錯
迷
狂
の
男
、
第
三
巻
第
二
三
号
）
、
第
二
九
例

（
大
妄
想
を
有
す
る
躁
狂
だ
が
進
行
性
麻
偉
狂
に
転
移
す
る
ら
し
い
男
、
第
四
巻
第
四
号
）
で
あ
る
。

こ
の
ほ
か
に
島
邨
は
東
京
医
学
会
例
会
で
「
麻
痒
狂
卜
脊
髄
癖
ト
ノ
関
係
」
二
八
八
八
年
九
月
三
日
）
、
ヨ
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ッ
ア
』
ノ
為
二

精
神
病
治
癒
ノ
媒
介
ヲ
為
セ
シ
実
験
」
二
八
九
一
年
六
月
二
五
日
）
の
報
告
を
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
論
文
に
は
な
っ
て
い
な
い
。

つ
ぎ
に
留
学
中
の
二
論
文
で
あ
る
が
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
学
位
記
の
論
文
審
査
要
旨
に
よ
っ
て
紹
介
し
た
い
。

ｕ
、
ご
ｇ
①
局
①
旨
①
目
甸
豐
ぐ
○
口
旨
浦
胃
尉
①
ｘ
ｚ
①
貝
三
号
閉
８
且
の
貝
①
、
團
の
。
胃
宣
旨
＆
》
団
具
暖
国
・
可
ふ
」
沼
一
．
附
図
五
。
ラ
イ
デ

ン
教
授
の
も
と
で
お
こ
な
っ
た
研
究
で
、
右
側
下
肢
に
お
け
る
神
経
炎
の
徴
候
を
も
っ
て
は
じ
ま
り
他
側
神
経
炎
を
発
し
つ
い
に
下
肢
の
屈

曲
硬
直
を
呈
し
た
患
者
の
剖
検
で
、
腰
髄
後
根
の
変
性
、
腰
髄
部
よ
り
上
行
し
胸
髄
上
部
に
い
た
る
灰
白
質
お
よ
び
錐
状
路
の
変
性
を
確
定

ノ
催
眠
作
用
」
（
第
三
巻
第
七
号
）
、
「
咽
喉
実
弗
帝
利
亜
躁
狂
ヲ
治
ス
」
（
第
三
巻
第
一
○
号
）
、
「
精
神
的
癩
病
」
（
第
三
巻
第
一
三
号
）
、
「
精
神
病

者
ノ
『
ヲ
ピ
ウ
ム
』
療
法
」
（
第
三
巻
第
二
一
号
）
（
こ
こ
ま
で
一
八
八
九
年
）
、
「
躁
狂
患
者
ノ
「
オ
ピ
ー
ム
」
療
法
」
（
第
四
巻
第
二
号
）
、
「
癩
病

狂
患
者
ノ
裁
判
的
関
係
」
（
第
四
巻
第
三
号
）
、
「
『
ヒ
ョ
ス
チ
ン
」
ノ
功
用
」
（
第
四
巻
第
五
号
）
、
「
精
神
病
ノ
ー
二
鎭
靖
剤
二
就
テ
」
（
第
四
巻
第

九
号
）
（
こ
こ
ま
で
一
八
九
○
年
）
。
こ
の
よ
う
に
、
島
邨
が
抄
録
紹
介
し
た
論
文
で
は
、
中
枢
神
経
系
に
作
用
す
る
薬
物
に
関
す
る
も
の
が
大
半

を
し
め
て
い
る
。
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皿
、
ご
ｇ
ｇ
ｓ
①
囚
昌
ぐ
①
耐
○
侭
宮
口
”
号
吋
弔
○
コ
の
‐
宮
口
Ｑ
塵
胃
吊
呂
①
ご
穴
①
億
①
頤
①
邑
具
冒
吾
①
の
○
且
閏
の
号
の
○
，
三
○
日
○
ｓ
【
旨
禺
①
目
印
．
ｚ
①
目
○
一

Ｆ
昌
国
ご
》
屋
旨
侭
．
ｚ
○
．
岳
》
国
》
屍
震
．
附
図
五
。
メ
ン
デ
ル
の
研
究
室
で
の
仕
事
。
カ
ル
ミ
ン
液
注
入
法
で
脳
底
脈
管
弓
に
、
比
較
的

短
経
路
を
と
り
脳
実
質
に
進
入
す
る
も
の
と
、
脳
脚
を
還
廻
し
背
部
に
む
か
い
深
部
に
進
入
す
る
も
の
と
を
区
別
し
た
。
前
者
は
中
央
部
に

と
ど
ま
り
、
後
者
は
脳
脚
外
部
お
よ
び
四
畳
体
部
の
血
液
供
給
を
主
と
し
、
ま
た
両
者
の
血
管
領
域
は
あ
い
吻
合
す
る
こ
と
は
な
い
。
動
眼

神
経
核
存
在
領
域
の
脈
管
は
終
末
動
脈
な
の
で
、
該
区
域
は
し
ば
し
ば
罹
患
す
る
の
で
あ
る
。
さ
て
「
加
門
演
説
」
は
「
殊
に
動
眼
神
経
核

の
栄
養
血
管
に
関
す
る
論
文
の
如
き
は
、
最
も
有
益
な
も
の
で
あ
り
ま
す
」
と
こ
の
論
文
を
賞
讃
し
て
い
る
。
ま
た
「
京
医
会
」
誌
第
九
一

号
・
第
九
二
号
・
第
九
五
号
（
一
八
九
五
年
）
に
の
っ
た
「
橋
部
及
脳
脚
部
殊
二
動
眼
神
経
核
ノ
血
液
供
給
一
一
就
テ
」
は
こ
の
訳
で
あ
る
（
図

略
一

C

し
ﾉ厚ァ
《－

○
田
、
所
謂
片
山
病
ノ
病
理
解
剖
、
脳
動
脈
エ
ム
ポ
リ
ー
及
ビ
「
ジ
ャ
ク
ソ
ン
」
氏
癩
病
原
因
ノ
追
加
（
角
田
と
の
共
著
）
。
京
医
、
第
二
巻
第

三
号
、
一
九
○
五
年
（
附
図
三
、
は
じ
め
一
九
○
五
年
四
月
一
五
日
京
都
医
学
会
第
一
七
例
会
で
報
告
）
。
患
者
は
広
島
県
深
安
郡
川
南
町
の
農
夫

で
、
そ
こ
の
開
業
医
吉
田
氏
よ
り
紹
介
さ
れ
て
入
院
し
た
が
、
死
亡
。
臨
床
的
に
は
、
脳
動
脈
エ
ン
ボ
リ
ー
に
よ
る
脳
軟
化
に
ジ
ャ
ク
ソ
ン

癩
病
を
併
発
し
た
も
の
と
推
察
さ
れ
た
。
病
理
解
剖
で
は
脳
、
肺
、
肝
臓
に
主
要
病
変
あ
り
、
顕
微
鏡
検
査
上
小
血
管
内
に
多
数
の
日
本
住

血
吸
虫
卵
子
栓
塞
し
血
管
壁
に
炎
症
を
お
こ
し
て
い
た
。
寄
生
虫
卵
子
に
よ
る
脳
髄
の
変
化
の
ほ
と
ん
ど
は
肺
ヂ
ス
ト
マ
卵
に
よ
る
も
の
で
、

日
本
住
血
吸
虫
卵
に
よ
る
も
の
は
こ
れ
ま
で
に
山
極
の
報
告
が
あ
る
だ
け
で
あ
る
。

皿
、
脳
髄
ぢ
す
と
ま
病
ノ
ー
例
（
脳
髄
中
ノ
ぢ
す
と
ま
、
う
え
す
て
る
ま
ん
に
い
母
虫
、
脳
腫
瘍
種
類
ノ
ー
追
加
）
（
角
田
と
連
名
）
。
東
医
、
第

二
○
巻
第
三
号
、
一
九
○
七
年
。
附
図
四
。
脳
髄
の
ヂ
ス
ト
マ
性
病
変
は
本
邦
例
だ
け
で
、
島
邨
の
報
告
例
も
あ
る
。
解
剖
例
も
本
邦
で
の

四
例
だ
け
で
、
う
ち
ヂ
ス
ト
マ
が
脳
髄
に
寄
生
し
た
の
は
大
谷
例
だ
け
で
、
三
例
で
は
ヂ
ス
ト
マ
母
虫
は
肺
に
寄
生
し
そ
の
卵
子
が
脳
血
管

に
栓
塞
し
た
も
の
で
あ
る
。
今
回
報
告
例
は
一
六
歳
男
で
、
頭
痛
、
精
神
昏
階
、
嘔
吐
、
眩
量
、
痙
埜
、
視
神
経
炎
よ
り
臨
床
的
に
脳
腫
瘍
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あ
た
ら
し
い
京
都
医
学
会
関
係
で
は
、
つ
ぎ
の
二
報
告
が
あ
る
。

肥
、
一
患
者
ノ
「
デ
モ
ン
ス
ト
ラ
チ
オ
ン
」
。
京
医
、
第
二
巻
第
四
号
（
会
報
）
、
一
九
○
五
年
二
九
○
五
年
九
月
一
六
日
京
都
医
学
会
第
二

○
例
会
第
一
席
演
説
）
。
肺
ヂ
ス
ト
マ
卵
に
よ
る
脳
動
脈
エ
ン
ボ
リ
ー
お
よ
び
ジ
ャ
ク
ソ
ン
願
澗
の
例
（
喀
疾
で
ヂ
ス
ト
マ
卵
を
確
認
し
た
こ
と
か

ら
推
定
）
（
皿
で
言
及
さ
れ
て
い
る
の
は
こ
の
報
告
で
あ
る
）
・

町
、
進
行
性
延
髄
球
麻
痒
研
究
予
報
（
角
田
と
共
著
）
。
「
京
医
」
第
四
巻
附
録
京
都
書
學
會
第
四
次
總
會
誌
二
九
○
七
年
五
月
一
八
日
京
都

医
学
会
第
四
次
総
会
報
告
）
・
五
八
歳
で
全
経
過
一
年
で
死
亡
し
た
。
知
覚
障
害
を
有
す
る
進
行
性
延
髄
球
麻
痒
兼
筋
萎
縮
性
側
索
硬
化
症
の
一

会
の
そ
の
後
は
た
し
か
め
て
な
い
。

こ
こ
で
日
本
神
経
学
会
と
の
島
邨
の
関
係
を
み
て
お
こ
う
。
上
記
第
二
次
総
会
の
あ
と
島
邨
は
一
九
○
八
年
の
第
七
回
総
会
で
「
癩
病
の

治
療
」
の
宿
題
報
告
を
す
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
病
気
欠
席
し
た
。
島
邨
が
評
議
員
を
し
て
い
た
こ
と
は
「
神
經
學
雑
誌
」
第
二
二

巻
第
九
号
二
九
二
三
年
）
の
死
亡
記
事
に
み
ら
れ
る
が
、
評
議
員
を
し
て
い
た
期
間
は
た
し
か
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
ま
た
今
村
新
吉
（
京
都

医
科
大
学
教
授
）
お
よ
び
島
邨
の
発
起
に
よ
り
、
一
九
○
五
年
秋
の
第
一
回
に
つ
づ
き
一
九
○
六
年
四
月
一
五
日
に
、
関
西
精
神
科
に
関
係
あ

（
九
）

る
も
の
の
第
二
回
懇
親
会
が
京
都
で
ひ
ら
か
れ
た
（
『
神
經
學
雑
誌
』
第
五
巻
第
三
号
、
一
九
○
六
年
）
。
年
二
回
の
予
定
で
発
足
し
た
こ
の
懇
親

菱
わ
く
‐
た
。

と
診
断
、
病
理
解
剖
学
的
に
は
胸
腹
部
に
ヂ
ス
ト
マ
に
因
す
る
病
変
な
く
、
大
脳
右
半
球
の
白
質
お
よ
び
正
中
核
に
一
匹
の
ヂ
ス
ト
マ
母
虫

に
因
す
る
軟
化
腔
洞
と
脳
圧
高
進
に
よ
る
内
脳
水
腫
、
視
神
経
炎
な
ど
が
あ
っ
た
。
ヂ
ス
ト
マ
・
ウ
ェ
ス
テ
ル
マ
ン
ニ
イ
母
虫
お
よ
び
卵
子

が
脳
髄
だ
け
に
み
ら
れ
た
点
が
、
こ
の
例
の
特
徴
で
あ
る
。

つ
ぎ
に
島
邨
の
学
会
報
告
を
そ
の
抄
録
に
よ
っ
て
み
よ
う
。

略
、
癩
性
僥
骨
神
経
麻
痒
ノ
ー
例
（
抄
録
、
池
田
廉
一
郎
に
連
名
）
、
神
經
學
雑
誌
、
第
二
巻
第
二
号
、
一
九
○
三
年
（
一
九
○
三
年
四
月
二
日
、

日
本
神
経
学
会
第
二
次
総
会
で
報
告
）
。
一
七
歳
女
で
三
年
前
よ
り
僥
骨
神
経
麻
輝
。
腋
窩
で
肥
厚
し
た
僥
骨
神
経
を
切
開
し
、
そ
の
神
経
を
し
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例
で
、
こ
う
い
っ
た
例
は
文
献
上
数
例
だ
け
で
あ
る
。

鑑
定
例
を
の
ぞ
く
、
そ
の
他
論
文
、
講
義
に
は
つ
ぎ
の
も
の
が
あ
る
。

肥
、
「
ア
ン
チ
ピ
リ
ン
」
中
毒
症
ノ
小
実
験
（
医
学
士
研
神
生
名
義
）
。
京
医
会
、

一
五
四
号
、

説
（
死
亡
）
。

虹
、
臨
床
講
義
（
鉛
毒
麻
揮
）
（
土
屋
榮
吉
筆
記
）
、
京
医
会
、
第
一
五
七
号
、
一
九
○
一
年
。
三
四
歳
の
俳
優
で
鉛
毒
性
麻
痒
を
呈
し
た
。

躯
、
原
因
に
就
て
多
く
の
報
告
に
接
せ
ざ
る
脳
動
脈
栓
塞
及
び
ジ
ャ
ク
ソ
ン
氏
癩
病
患
者
の
一
例
（
講
義
、
立
石
重
人
誌
）
。
京
都
府
立
筈
學

専
門
學
校
校
友
會
雑
誌
、
第
三
九
号
、
一
九
○
五
年
、
肥
と
同
例
（
な
お
、
こ
の
校
友
会
雑
誌
に
は
ほ
か
に
も
二
、
三
の
講
義
筆
記
が
の
っ
て
い
る

つ
ぎ
に
鑑
定
書
を
あ
げ
て
お
く
、
発
表
は
い
ず
れ
も
「
京
医
会
」
誌
で
あ
る
。
「
挙
動
犯
者
精
神
状
態
の
鑑
定
」
（
第
九
二
’
九
四
号
、
一
八

九
五
年
）
・
対
渭
国
戦
争
に
際
し
不
遜
の
文
書
を
大
臣
あ
て
に
お
く
っ
た
、
不
全
白
痴
で
妄
想
を
も
っ
た
男
。
「
刑
事
被
告
人
精
神
状
態
の
鑑
定
」

（
京
都
府
監
獄
医
務
所
長
大
島
甲
子
郎
に
連
名
）
（
第
九
六
号
、
一
八
九
五
年
）
、
対
渭
国
戦
争
に
際
し
巡
査
を
敵
国
人
と
誤
視
し
て
傷
害
し
た
男
、

ま
え
に
狐
瀝
き
状
態
に
な
っ
た
こ
と
あ
り
、
今
回
は
酒
精
中
毒
に
因
す
る
一
時
的
精
神
変
調
（
こ
れ
は
『
京
都
書
事
衛
生
誌
』
に
も
掲
載
さ
れ
て

い
る
）
。
「
嬰
児
謀
殺
事
件
鑑
定
書
」
（
第
九
七
号
、
一
八
九
六
年
）
、
生
後
二
か
月
の
嬰
児
死
体
で
、
致
命
原
因
は
絞
殺
と
鑑
定
（
い
う
ま
で
も
な

く
、
こ
れ
は
一
般
法
医
学
の
鑑
定
書
で
あ
る
）
。
「
鑑
定
書
」
（
大
島
甲
子
郎
と
共
同
鑑
定
）
（
第
一
○
一
号
、
一
八
九
六
年
）
、
姉
の
子
を
絞
首
し
た
男

〔
×
Ｕ
、
「

１
｜

の
経
験
。

が
、
充
分
に
し
ら
べ
き
れ
な
か
っ
た
）
。

（
未
完
）
。

別
、
脳
性
小
児
麻
痒
兼
ジ
ャ
ク
ソ
ン
氏
艤
痛
二
穿
顔
術
ヲ
施
コ
セ
シ
一
例
（
猪
子
止
戈
之
助
と
共
同
の
講
義
土
屋
榮
吉
抄
録
）
・
京
医
会
、
第

五
四
号
、
一
九
○
○
年
。
四
歳
で
右
半
身
に
つ
よ
い
痙
掌
と
右
半
身
の
麻
痒
と
を
き
た
し
た
例
で
、
六
歳
四
か
月
の
と
き
減
圧
手
術
を
示

岨
、
男
性
歌
私
的
里
性
聲
者
ノ
ー
治
験
。
京
医
会
、
第
一
○
四
号
、
一
八
九
六
年
。
二
二
歳
の
男
で
重
聴
あ
る
い
は
聾
の
発
作
が
あ
っ
た

第
九
六
号
、
一
八
八
五
年
。
ア
ン
チ
ピ
リ
ン
薬
疹
の
四
例
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で
、
興
奮
性
謹
憂
性
で
虚
無
妄
想
観
念
を
発
し
蟹
狂
性
兇
猛
発
作
で
犯
行
に
お
よ
ん
だ
。
「
鑑
定
書
」
（
京
都
府
監
獄
医
務
所
長
章
野
信
一
郎
と
共

同
鑑
定
）
（
第
二
四
号
、
一
八
九
七
年
）
、
錯
迷
狂
で
暴
力
行
為
に
お
よ
ん
だ
男
。
「
殴
打
損
傷
被
告
人
ノ
精
神
状
態
」
（
第
二
六
号
、
一
八
九

九
年
）
、
酒
精
中
毒
性
精
神
病
に
よ
る
嫉
妬
妄
想
で
妻
を
殴
打
し
た
男
。
「
準
禁
治
産
事
件
二
付
キ
精
神
状
態
鑑
定
一
例
」
（
第
一
四
五
号
、
一
九

○
○
年
）
、
酒
精
性
中
毒
性
麻
痒
狂
の
男
。
「
故
殺
被
告
事
件
鑑
定
一
例
」
（
第
一
五
二
号
、
一
九
○
○
年
）
、
父
と
姦
通
し
て
い
る
と
の
嫉
妬
念
慮

（
固
定
妄
想
に
は
い
た
ら
ぬ
）
か
ら
妻
を
こ
ろ
し
た
男
で
、
軽
度
の
先
天
性
精
神
発
育
不
全
で
あ
る
が
、
精
神
病
的
発
揚
発
作
は
な
い
。

こ
れ
ら
の
ほ
か
に
も
論
文
は
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
島
邨
は
校
長
と
な
る
に
お
よ
ん
で
、
比
較
的
ち
い
さ
な
著
作
に
さ
く
時
間
も
な
く

な
り
（
ま
た
「
京
都
書
學
會
雑
誌
」
は
一
九
○
一
年
な
か
ば
か
ら
休
刊
）
、
さ
ら
に
病
気
の
た
め
に
、
論
文
は
か
け
な
く
な
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

つ
ぎ
に
島
邨
の
精
神
病
学
講
義
の
筆
記
録
を
み
よ
う
。
さ
い
わ
い
三
種
類
の
筆
記
録
を
み
る
こ
と
が
で
き
た
。
鈴
木
重
次
（
一
八
九
九
年
卒

業
）
の
も
の
（
小
関
恒
雄
氏
所
蔵
）
、
大
條
顯
直
（
一
九
○
一
年
卒
業
）
の
も
の
（
精
神
科
医
療
史
研
究
会
所
蔵
）
、
富
井
眞
垂
（
一
九
○
三
卒
業
）
の

も
の
（
杏
雨
書
屋
所
蔵
）
の
三
種
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
ま
ず
、
筆
記
録
に
よ
っ
て
も
と
の
講
義
に
つ
き
論
ず
る
さ
い
の
問
題
点
を
あ
げ
て
お
か

な
く
て
は
な
ら
な
い
。
筆
記
録
と
は
そ
の
人
の
た
め
の
も
の
で
あ
っ
て
、
他
人
に
み
せ
る
こ
と
を
目
的
と
は
し
て
い
な
い
。
ま
た
昔
の
人
の

達
筆
の
た
め
も
あ
っ
て
字
は
し
ば
し
ば
よ
み
と
り
に
く
く
、
こ
ま
か
い
内
容
を
よ
み
き
れ
な
い
。
筆
記
者
の
理
解
程
度
に
よ
っ
て
、
講
義
内

容
が
ゆ
が
め
て
記
録
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
じ
っ
は
こ
の
三
種
の
筆
記
録
の
ど
れ
も
が
、
た
い
へ
ん
に
よ
み
と
り
に
く
い
字
で
し
る
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
と
く
に
鈴
木
の
も
の
で
は
、
「
躁
」
が
ケ
モ
ノ
偏
で
、
「
観
念
」
は
「
感
念
」
、
「
妄
想
」
が
「
忘
想
」
、
「
錯
迷
狂
」
が
「
昔
迷
狂
」
、

「
誘
因
」
が
「
誘
引
」
と
か
か
れ
る
な
ど
、
誤
字
が
目
だ
っ
て
い
て
、
講
義
理
解
の
程
度
を
う
た
が
わ
せ
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
三
種
の
筆
記

録
を
通
じ
て
、
島
邨
は
日
本
語
で
講
義
し
、
い
く
つ
か
の
専
門
語
だ
け
ド
イ
ツ
語
を
い
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
れ
ら
筆
記
録
の
く
わ
し
い
紹
介
は
精
神
科
関
係
の
雑
誌
に
だ
す
こ
と
を
予
定
し
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
ま
ず
島
邨
講
義
に
み
ら
れ
る

疾
患
分
類
を
あ
げ
て
お
く
（
で
て
い
る
疾
患
名
は
三
種
筆
記
録
で
す
こ
し
ず
つ
く
い
ち
が
う
が
、
適
当
に
ま
と
め
て
み
た
）
、
Ｉ

単
純
精
神
病
弓
望
ｇ
ｏ
の
①
○
言
①
冒
討
言
鴨
。
且
の
区
ａ
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急
性
単
純
錯
迷
狂

慢
性
単
純
錯
迷
狂

強
迫
観
念
性
精
神
病

合
併
精
神
病
、
と
く

精
神
欠
陥
あ
る
精
神
病

謹 躁
憂狂
狂，一、

昏
迷
狂
（
ス
ト
ゥ
ピ
デ
々

錯
迷
狂
（
パ
ラ
ノ
イ
ア
）

急
性
幻
覚
性
錯
迷
狂

慢
性
幻
覚
性
錯
迷
狂

幻
覚
狂
又
幻
覚
性
精
神
錯
乱
症
（
ア
メ
ン
チ
ァ
）
〔
富
井
筆
記
録
に
だ
け
〕

白
痴
、
不
全
白
痴
、
軽
度
の
不
全
白
痴
（
最
軽
白
痴
）

後
天
性
痴
狂

先
天
性

ノ
イ
ラ
ス
テ
ニ
ー
精
神
病

麻
痒
狂

老
人
痴
狂

艤
澗
性
痴
狂

（
時
発
性
、
回
帰
性
）

と
く
に
両
性
回
帰
狂
（
躁
狂
、

神
病
ｅ
ｇ
Ｒ
ｇ
嬰
号
（
）
⑳
の
）

ビ
デ
ィ
テ
ー
ト
、

急
性
痴
狂
）

謬
憂
狂
の
合
併
せ
る
も
の
）

(91）629



問
題
は
こ
う
い
っ
た
分
類
体
系
は
だ
れ
の
も
の
に
な
ら
っ
て
い
る
か
で
あ
る
が
、
こ
の
点
は
未
解
決
で
あ
る
（
ク
レ
ペ
リ
ン
体
系
導
入
前
の

わ
が
国
の
精
神
病
学
講
義
で
、
こ
れ
に
類
し
た
分
類
が
し
ば
し
ば
み
ら
れ
る
が
、
そ
の
淵
源
に
つ
い
て
の
推
測
は
別
槁
に
ゆ
ず
り
た
い
）
。
な
お
、
島
邨

が
の
ち
に
ク
レ
ペ
リ
ン
体
系
を
と
り
い
れ
た
か
ど
う
か
は
、
い
ま
の
段
階
で
は
た
し
か
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

治
療
の
面
で
島
邨
は
、
当
然
な
が
ら
薬
物
療
法
を
か
な
り
く
わ
し
く
の
べ
て
い
る
。
ま
た
治
療
の
場
と
し
て
「
通
常
病
院
」
、
．
般
病
院
」

も
あ
げ
、
作
業
治
療
を
か
な
り
重
視
し
、
患
者
の
取
り
扱
い
に
お
い
て
か
な
り
こ
ま
か
い
配
慮
を
み
せ
て
い
る
。

ま
え
に
ひ
い
た
伊
東
天
眞
「
京
都
府
立
療
病
院
附
属
新
病
室
の
略
記
及
所
感
」
（
景
都
府
立
警
學
校
校
友
會
雑
誌
』
、
第
九
号
、
一
八
九
八
年
）

は
、
新
病
室
第
一
年
の
一
月
九
日
か
ら
五
月
二
日
に
い
た
る
「
入
院
患
者
統
計
表
」
を
あ
げ
て
い
る
。
そ
の
病
名
は
さ
ま
ざ
ま
に
表
現
さ
れ

て
い
る
の
で
整
理
に
ひ
じ
よ
う
な
困
難
を
感
じ
る
が
、
や
や
強
引
に
ま
と
め
る
と
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
る
、
Ｉ

躁
狂
男
一
四
女
三
（
単
純
性
躁
狂
男
四
女
一
、
躁
狂
状
発
揚
男
四
、
盆
怒
性
躁
狂
男
一
、
幻
覚
性
躁
狂
男
三
女
一
、
躁
暴
狂
男
一
、
慢
性
躁
狂
女
一
、

鯵
憂
狂
男
六
女
二
（
鯵

錯
迷
狂
男
一
六
女
二
（

強
迫
観
念
性
精
神
病
女

不
全
白
痴
男
二

麻
痒
狂
男
一

麻
痒
狂
兼
マ

回
帰
性
躁
狂
男

続
発
痴
狂

ヒ
ス
テ
リ
ー
性
及
ヒ
ス
テ
リ
ー
性
癩
病
性
精
神
病
〔
富
井
筆
記
録
だ
け
〕

ア
ル
コ
ー
ル
性
痴
狂

ル
コ
ー
ル
中
毒
男
一

（
鯵
狂
男
一
、
軽
度
鯵
狂
男
一
女
一
、
幻
覚
性
鯵
狂
男
三
女

一
（
単
純
錯
迷
狂
男
六
、
幻
覚
性
錯
迷
狂
男
一
○
女
二
）

姻
女
一

一
、
鯵
憂
性
病
的
機
嫌
男
一
）
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わ
た
し
に
と
っ
て
の
島
邨
は
精
神
病
学
者
で
あ
る
。
帰
国
後
の
島
邨
が
精
神
病
学
界
で
充
分
に
活
躍
で
き
な
か
っ
た
の
は
、
一
つ
に
は
、

か
れ
の
力
の
半
ば
を
こ
す
も
の
が
医
学
校
の
存
続
に
む
け
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
狐
痘
病
現
地
調
査
を
ま
と
め
あ
げ
た
偉
才
が
精
神
病

学
面
で
目
だ
つ
活
動
が
で
き
な
か
っ
た
悲
運
と
、
医
学
校
を
存
続
さ
せ
そ
れ
を
医
科
大
学
に
ま
で
み
ち
び
く
こ
と
が
で
き
た
成
功
と
は
、
表

裏
一
体
と
な
っ
て
い
る
。
だ
が
こ
こ
に
は
島
邨
の
な
が
い
病
気
と
い
う
二
つ
目
の
悲
運
が
か
ら
み
つ
い
て
る
。
そ
の
病
い
が
な
け
れ
ば
精
神

病
学
界
に
お
い
て
も
島
邨
は
も
っ
と
お
お
き
く
活
躍
し
た
に
相
違
な
い
・

で
は
そ
の
病
い
は
な
ん
だ
っ
た
ろ
う
か
。
い
ろ
い
ろ
に
さ
ぐ
っ
た
が
、
は
っ
き
り
解
答
は
み
い
だ
せ
な
か
っ
た
。
門
弟
の
一
人
土
屋
榮
吉

二
○
）

の
か
く
と
こ
ろ
で
も
、
こ
の
点
は
ふ
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
す
で
に
く
り
か
え
し
ふ
れ
た
、
島
邨
が
一
九
○
八
年
四
月
の
第
七
回
日
本
神
経
学

会
総
会
宿
題
報
告
を
ひ
き
う
け
て
い
な
が
ら
病
気
欠
席
し
た
あ
た
り
が
、
そ
の
病
い
の
始
ま
り
で
あ
っ
た
ろ
う
。
ま
え
の
写
真
に
み
る
と
お

り
、
島
邨
は
や
せ
型
の
人
で
あ
っ
た
。
一
九
○
八
年
は
じ
め
の
発
病
と
み
て
、
一
○
年
ち
か
く
た
っ
た
寿
像
除
幕
式
に
は
発
熱
で
欠
席
し
、

発
病
か
ら
ほ
ぼ
一
五
年
で
な
く
な
っ
た
。
島
邨
の
病
気
に
ふ
れ
て
い
る
の
は
三
輪
徳
寛
『
三
輪
珍
談
百
題
」
（
鳳
鳴
堂
書
店
・
東
京
、
一
九
三
三

続
発
痴
狂
女
一

慢
性
酒
精
中
毒
男
一

急
性
證
妄
症
男
一

ヒ
ス
テ
リ
ー
性
幻
覚
症
女
一

脳
脊
髄
散
在
硬
化
（
躁
状
）
男
一

数
え
方
に
よ
っ
て
こ
の
数
字
は
か
わ
る
だ
ろ
う
が
、
前
記
分
類
の
実
際
は
こ
れ
に
よ
っ
て
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

瀝
澗
性
続
発
痴
狂
男
一

|ノリ
、

そ
の
悲
運
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年
）
だ
け
で
、
そ
の
「
禿
頭
物
語
」
に
「
東
大
出
身
者
で
頭
の
全
く
禿
げ
た
の
は
、
私
よ
り
前
に
二
人
あ
り
ま
す
。
一
人
は
既
に
故
人
と
な
ら

れ
た
島
村
俊
一
と
い
ふ
人
で
あ
り
ま
す
。
此
の
人
は
後
に
再
び
頭
髪
が
生
へ
ま
し
た
」
と
あ
る
（
三
輪
は
一
八
八
六
年
東
京
大
学
医
学
部
卒
業

千
葉
医
科
大
学
学
長
を
つ
と
め
た
）
・
島
邨
が
一
時
は
か
な
り
衰
弱
し
た
状
態
に
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
島
邨
の
病
気
は
結
核
性
の
も
の
で
な

か
っ
た
ろ
う
か
と
推
測
し
て
み
た
が
、
ど
う
だ
ろ
う
か
。
な
が
く
、
お
も
い
病
い
と
い
う
島
邨
の
こ
の
悲
運
は
、
医
学
校
存
続
の
た
め
に
無

理
を
か
さ
ね
た
こ
と
に
よ
る
も
の
だ
ろ
う
。

島
邨
の
も
う
一
つ
の
悲
運
は
、
そ
の
主
要
業
績
の
一
つ
狐
葱
病
調
査
報
告
が
無
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
わ
た
し
の
「
狐
葱
き
研
究

史
」
に
の
べ
た
と
お
り
、
狐
想
き
に
関
す
る
本
格
的
医
学
的
研
究
の
最
初
と
い
え
る
も
の
は
ベ
ル
ッ
の
「
狐
瀝
病
新
説
」
（
一
八
八
五
年
）
で
、

つ
ぎ
が
島
邨
の
も
の
（
一
八
九
二
’
一
八
九
三
年
）
、
榊
俶
の
も
の
（
一
八
九
三
年
）
、
荒
木
蒼
太
郎
の
も
の
（
一
九
○
○
年
、
こ
れ
も
徳
島
県
で
の

現
地
調
査
に
よ
る
）
で
、
門
脇
眞
枝
「
狐
葱
病
新
論
」
（
博
文
館
・
東
京
、
一
九
○
二
年
）
が
こ
れ
ら
の
あ
と
に
く
る
。
く
り
か
え
す
が
、
島
邨
は

島
根
県
と
い
う
狐
壗
き
の
本
場
で
計
三
四
例
の
患
者
を
み
て
い
る
の
で
、
も
っ
と
も
本
格
的
な
研
究
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
『
狐
囑
病
新
論
』

が
精
神
医
学
的
狐
葱
き
研
究
の
最
初
の
も
の
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
門
脇
は
島
邨
の
研
究
を
し
ば
し
ば
ひ
い
て
い
る
の
で
、
『
狐
痘
病
新
論
」

を
ひ
く
人
が
そ
の
内
容
を
ち
ゃ
ん
と
よ
ん
で
い
れ
ば
島
邨
の
研
究
に
気
が
つ
く
は
ず
で
あ
る
。
島
邨
の
研
究
が
当
時
か
な
り
し
ら
れ
て
い
た

こ
と
は
、
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
自
画
隆
国
昌
ｇ
目
計
①
『
一
巴
冒
）
の
『
日
本
事
物
誌
』
司
巨
侭
印
苛
冒
邑
①
ｍ
の
、
一
八
九
○
年
初
版
、
一
九
三
九
年
第
六

版
）
の
「
狐
輝
き
」
の
項
に
、
「
帝
国
大
学
助
教
授
の
島
村
博
士
（
ベ
ル
ッ
博
士
の
助
手
）
は
、
こ
の
夏
に
こ
の
地
方
を
調
査
し
、
三
一
を
下
ら

ぬ
症
例
を
見
た
の
で
あ
る
」
と
い
う
一
八
九
一
年
の
「
日
日
新
聞
」
記
事
を
引
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
（
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
、
高
橋
健

吉
訳
『
日
本
事
物
誌
１
㈹
一
、
東
洋
文
庫
、
平
凡
社
・
東
京
、
一
九
六
九
年
）
。

門
脇
の
も
の
は
単
行
本
で
、
博
文
館
の
発
行
な
の
で
か
な
り
の
部
数
が
で
た
こ
と
だ
ろ
う
。
他
方
「
東
京
書
學
會
雑
誌
一
の
ふ
る
い
号
に

の
っ
て
い
る
論
文
が
し
ば
し
ば
無
視
さ
れ
る
こ
と
は
、
島
邨
論
文
に
か
ぎ
ら
な
い
。
態
き
物
に
つ
い
て
最
近
で
は
谷
川
健
一
責
任
編
集
「
源

き
も
の
Ｉ
日
本
民
俗
文
化
資
料
集
成
・
７
」
（
三
一
書
店
・
東
京
、
一
九
九
○
年
）
が
で
、
そ
こ
に
は
痘
き
物
研
究
の
第
一
人
者
石
塚
尊
俊
が
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「
第
七
巻
憲
き
も
の
Ｉ
解
説
」
を
か
い
て
い
る
。
こ
こ
に
も
「
明
治
三
十
五
年
に
公
刊
さ
れ
た
門
脇
眞
枝
の
「
狐
瀝
病
新
論
」
が
そ
の
〔
精

神
医
学
的
研
究
の
〕
草
分
け
で
あ
る
」
と
あ
る
。
石
塚
は
わ
た
し
の
う
狐
瀝
き
研
究
史
」
の
別
刷
り
を
う
け
と
っ
て
、
礼
状
を
よ
こ
し
て
い

る
。
門
脇
と
お
も
い
こ
ん
だ
頭
は
島
邨
を
う
け
い
れ
な
い
の
か
、
そ
れ
と
も
わ
た
し
の
論
文
を
ち
ゃ
ん
と
よ
ん
で
く
れ
な
か
っ
た
の
か
。
精

神
医
学
者
に
つ
い
て
み
て
も
、
一
九
九
○
年
に
発
表
さ
れ
た
祈
祷
性
精
神
病
に
つ
い
て
の
あ
る
論
文
は
、
わ
た
し
の
論
文
を
文
献
に
あ
げ
な

が
ら
、
本
文
中
で
は
侭
き
物
研
究
は
門
脇
に
は
じ
ま
る
と
し
て
い
る
。
引
用
し
な
が
ら
、
わ
た
し
の
論
文
を
よ
ん
で
い
な
い
の
で
あ
る
。
精

神
科
関
係
で
は
、
ふ
る
い
文
献
に
つ
い
て
の
探
索
が
一
般
に
ひ
じ
ょ
う
に
よ
わ
い
・

島
邨
の
研
究
を
わ
す
れ
さ
せ
た
の
は
、
こ
う
い
っ
た
学
問
的
不
誠
実
さ
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
国
に
あ
っ
た
こ
と
が
、
島
邨
の
悲
運
の
一

つ
の
原
因
で
あ
っ
た
。

間
も
な
く
、
島
邨
が
京
都
に
赴
任
し
て
満
一
○
○
年
に
な
る
。
こ
の
論
文
は
そ
の
記
念
論
文
と
し
て
わ
が
先
輩
に
さ
さ
げ
た
い
・

本
論
文
の
要
旨
は
一
九
九
一
年
六
月
一
日
京
都
市
に
お
け
る
第
九
二
回
日
本
医
史
学
会
総
会
（
杉
立
義
一
会
長
）
で
発
表
し
た
。
こ
の
論

文
作
製
に
あ
た
り
ご
教
示
、
ご
援
助
を
く
だ
さ
り
あ
る
い
は
激
励
し
て
く
だ
さ
っ
た
の
は
、
島
村
湘
一
郎
様
（
島
村
鼎
甫
の
妹
島
村
て
い
様

曽
孫
）
、
奥
沢
康
正
（
京
都
市
）
、
奥
村
美
都
子
（
京
都
府
医
学
振
興
会
）
、
加
藤
伸
勝
（
前
京
都
府
立
医
科
大
学
教
授
）
、
小
関
恒
雄
（
新
潟
大
学
）
、

佐
野
豊
（
京
都
府
立
医
科
大
学
元
学
長
）
、
宗
田
一
（
京
都
市
）
、
津
下
健
哉
（
広
島
市
）
、
長
門
谷
洋
治
（
堺
市
）
、
藤
田
俊
夫
（
京
都
市
）
、
横

田
穰
（
大
阪
市
）
吉
岡
眞
一
二
精
神
科
医
療
史
研
究
会
）
の
諸
氏
お
よ
び
杏
雨
書
屋
で
あ
る
。
記
し
て
心
か
ら
の
お
礼
を
も
う
し
あ
げ
る
。

(95）633



（
三
）
津
下
、
前
掲
論
文
追
加
事
項
。

（
四
）
オ
ー
ベ
ル
シ
タ
ィ
ネ
ル
の
後
継
者
○
号
冨
四
『
ｇ
侭
の
：
四
局
⑦
の
切
呂
旨
冨
の
号
『
尋
耐
ロ
閏
こ
の
目
。
一
○
四
の
号
の
己
．
輿
旨
目
躬
・
》
（
シ
ｇ
ｚ
の
旨
○
一

百
聖
君
耐
］
］
扇
恥
三
‐
〆
滉
冒
↑
ご
言
）
が
の
せ
る
門
弟
名
簿
に
馨
冒
国
ヨ
ロ
国
切
の
名
が
は
い
っ
て
い
る
。

（
五
）
一
八
九
五
年
よ
り
府
立
療
病
院
と
改
称
。

（
六
）
岡
田
靖
雄
「
私
説
松
沢
病
院
史
」
六
○
三
ペ
イ
ジ
、
二
七
九
ペ
イ
ジ
、
岩
崎
学
術
出
版
社
、
東
京
、
一
九
八
一
・

（
七
）
佐
々
木
が
教
諭
と
な
っ
た
か
助
教
諭
で
お
わ
っ
た
か
に
つ
い
て
、
『
八
十
年
史
』
、
『
百
年
史
」
と
も
両
様
の
記
述
を
し
て
い
る
。
教
諭
と
は
な

っ
た
が
部
長
に
は
な
ら
な
か
っ
た
、
と
い
う
こ
と
な
の
だ
ろ
う
。

（
八
）
こ
の
写
真
は
島
邨
の
学
位
取
得
を
い
わ
っ
て
門
第
の
土
屋
榮
吉
、
川
越
直
三
郎
、
佐
々
木
恒
一
、
野
田
浦
弼
、
原
志
免
太
郎
、
伊
達
謙
吉
、

杉
村
剛
、
喜
多
川
六
三
郎
が
献
呈
し
た
も
の
で
あ
る
（
京
都
府
立
書
學
専
門
學
校
校
友
會
雑
誌
、
第
四
二
号
、
一
九
○
六
年
）
。

（
九
）
こ
の
懇
親
会
に
は
、
当
時
八
十
有
余
歳
の
京
都
精
神
病
学
界
の
最
長
老
高
松
舞
が
ま
ね
か
れ
、
か
れ
へ
の
謝
辞
が
の
べ
ら
れ
た
。
高
松
は
府

立
の
京
都
癒
狂
院
ｌ
私
立
京
都
願
狂
院
に
つ
と
め
た
の
ち
一
八
九
八
’
一
九
○
五
年
と
京
都
府
立
療
病
院
神
経
精
神
科
で
医
務
に
従
事
し
た
。

ま
た
一
九
二
年
に
は
全
漢
文
の
「
精
神
病
學
綱
要
」
を
だ
し
た
。
島
邨
よ
り
四
○
歳
ほ
ど
年
上
の
人
だ
が
、
参
与
の
よ
う
な
形
で
島
邨
の

神
経
精
神
科
運
営
を
た
す
け
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
「
精
神
病
學
綱
要
』
も
い
ず
れ
機
会
を
み
て
紹
介
し
た
い
。

（
一
三
土
屋
榮
吉
「
京
都
に
齢
け
る
精
神
病
者
医
療
施
設
の
回
顧
」
「
京
都
書
事
衛
生
誌
』
第
四
九
九
号
、
一
’
四
ペ
イ
ジ
、
第
五
○
○
号
、
一
七
’

一
九
ペ
イ
ジ
、
一
九
三
五
。
土
屋
榮
吉
「
島
村
俊
一
先
生
」
（
わ
が
師
わ
が
友
・
別
）
『
日
本
筈
事
新
報
」
第
一
四
○
一
号
、
三
三
ペ
イ
ジ
、

、
句
〃
〃

（
二
津
下
健
哉
「
島
村
鼎
甫
と
そ
の
訳
書
「
生
理
発
蒙
」
『
創
夷
新
説
』
な
ど
ｌ
江
戸
末
期
か
ら
明
治
初
期
の
洋
書
翻
訳
‐

巻
（
第
二
号
）
、
三
三
八
’
三
四
二
ペ
イ
ジ
、
一
九
九
○
。

（
二
）
奥
沢
康
正
「
藤
原
鉄
太
郎
を
中
心
と
し
た
藤
原
家
・
島
村
家
略
系
図
」
日
本
医
史
学
会
関
西
支
部
春
季
大
会
報
告
（
一

追
記
山
陰
か
ら
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
が
狐
瀝
き
・
犬
神
な
ど
の
こ
と
を
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
に
報
告
し
て
い
た
こ
と
（
牧
野
陽
子
『
ラ
フ
カ
デ

、

王

日
一一

、

一
九
五

九
八
五
年
七
月
一
○

『
広
島
医
学
」
四
三

戸、イ
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一
九
一
○
年
の
講
師
・
顧
問
・
部
長
嘱
託
に
つ
き
と
き
の
望
月
校
長
は
知
事
あ
て
上
申
害
で

き
つ
づ
き
診
療
す
る
か
ど
う
か
は
病
院
「
経
済
上
至
大
ノ
関
係
ヲ
有
ス
ル
」
こ
と
を
理
由
の
一

ら
よ
み
と
れ
る
。

イ
オ
・
ハ
ー
ン
」
〔
中
公
新
書
〕
中
央
公
論
社
・
東
京
、
一
九
九
二
年
）
か
ら
す
る
と
、
島
邨
の
調
査
に
つ
い
て
の
情
報
も
ハ
ー
ン
に
よ
っ
て
チ
ェ
ン

ハ
レ
ン
に
つ
た
え
ら
れ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

精
神
病
舎
建
設
前
に
は
、
島
邨
が
一
般
病
棟
で
精
神
病
患
者
を
治
療
し
て
い
た
こ
と
が
、
学
校
・
療
病
院
の
予
算
を
審
議
し
た
府
議
会
議
事
録
か

島
邨
が
み
て
い
る
患
者
が
い
ま
な
お
多
数
で
、
ひ

つ
に
あ
げ
て
い
る
。（

精
神
科
医
療
史
研
究
会
・
東
京
）
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TheLifeofProf.Dr.Shun-ichiShimamura(1862-1923)

ADistinguishedPsychiatristofMisfortune

琴
、
仁

bvYasuoOKADA

GraduatingfromTokyolmperialUniversitySchoolofMedicineinl887,Shimamurastudied

psychiatryunderProfHajimeSakaki.Inl891heinvestigatedfox-possessioninShimanePrefec-

ture.Inl891-94hestudiedpsychiatryandneurologyinBerlinandVienna.

Comingbackinl894、hewasappointedProfessorofNeuropsychiatryatKyotoPrefectural

MedicalSchool.AtthefoundationoftheMedicalSchoolofKyotolmperialUniversityin1899,

manyprofessorsmovedfromKyotoPrefecturalMedicalSchooltoKyotolmperialUniversity.The

existenceofKyotoPrefecturalMedicalSchoolhungonahair.Asthedirectorofthemedical

school,hestrivedhardfortheexistenceoftheschoolandattainedhisobject.Buttheoverworkled

himtosevereandlongillness.Thephilosophyofhispsychiatriccarewasneartothatofthe

present-daygeneralhospitalpsychiatry.InKyotohehadllotenoughtimeforpsychiatricresearch.

Hisnameasapsychiatristhasbeenforgotten,togetherwithhisinvestigationoffox-possession.

（
ぬ
⑰
｝


